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ごあいさつ

千葉県立美術館が開館して,第4年度の成果を報告する時期

を迎えました。

いつも変わらぬご理解,ご支援をいただいている関係者をは

じめ,広く利用者の皆々様に,心からお礼を申し上げます。

お陰をもって,本館の存在も,東山魁夷展等を契機として,

漸く県民の皆様の中に定着しつつあります。しかしをがら,資

料の収集・調査研究・展示・教育普及事業をどの,諸活動が,

相互に関連をもちをがら,バランスよく進められたかどうか,

また,県民の皆様の期待に応え得る密度の高い,充実したもの

であったかどうか疑問が残るところでありますが,今後さらに

反省を加え改善充実を図る考えです。

本年度事業における特色的をものを挙げれば(D 「東山魁夷

展」 「海と湖沼展」の特別展をはじめ,企画展,常設展の充実

を図り,利用者の方々に親しまれる魅力ある展覧会を試みたこ

と。 (①現状の施設の中で美術普及室を開設し,生活に直結する

美術館のあり方を求めたこと。 (①美術館夏季大学の開講, 「美術

を語る会」等により ``かたる’’活動の充実を図ったこと。④東

山魁夷展で週一日午後7時まで開館時間延長をらびに小・中・

高の学校団体割引制度等により,利用者の便宣を図ったこと。

⑤駐車場の拡張と各方面よりの,ご協力により前庭を中心とした

植栽等による環境整備等です。

なお,平日は美術館行の直通バスが運行されていをいという

状況の中で 本年度末には開館以来の来館者数が40万人を数え

る程に迫ったことは喜びにたえません。

いよいよ昭和53年度は,待望の美術普及棟の実施設計の段階

に入り,本格的な活動をめざしての運営も考えねばならをいと

思っています。

こんごとも諸先輩のご指導と県民の皆様のご鞭鍵・ご協力を

お願いする次第です。

昭和53年6月
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千葉県立美術館長

市 原 正 夫



沿 革

概 要

千葉県立美術館は,昭和43年にまとめられた県立博

物館設置構想に塞き,建設計画をすすめ,昭和48年4

月教育庁文化課に美術館準備班を置き,開館事務にあ

たった。同49年3月第l期工事の展示棟が完成し,4月

1日千葉県立美術館として機関設置し, 10月23日開館

式を挙げ 一般公開を始めた。同51年2月第2期工事

の管理棟が完成した。

をお,千葉県の第5次総合5ケ年計画により,第3

期工事として,美術普及棟の建設が予定されている。

昭和44年12月9日

昭和45年1月19日

昭和45年7月24日

昭和45年11月12日

昭和46年3月31日

昭和46年6月24日

第1回千葉県立美術館建設懇談会

が開かれる(委員15名)

県立美術館建設の請願書が2月県

議会で採択される

建設地として千葉公園に内定する

第1回美術館設置準備専門委員会

が開かれる(委員10名)

千葉公園敷地の美術館基本構想成

る

体育館移転問題等で千葉公園内建

設が不可能と在る

代案として千葉中央港埋立地が提

示される

昭和47年1月5日 建設地を千葉中央港の埋立地に決

定し,使用について開発庁長と教

育長で覚書を交換する

昭和47年3月31日 基本設計完了する 株式会社大高

建築設計事務所

昭和47年7月31日 展示棟 第1期工事 の実施設計

完了する

昭和47年10月13日

昭和47年12月10日

昭和48年4月1日

昭和48年11月30日

昭和49年3月31日

昭和49年4月l日

昭和49年10月23日

昭和49年10月24日

昭和50年3月13日

昭和50年3月15日

昭和51年2月15日

昭和51年3月2日

昭和51年6月7日

昭和52年4月10日

昭和52年1月18日

昭和52年3月12日

昭和53年2月21日

ー2 「

展示棟建築工事請負契約議案可決

される

展示棟建築工事着工 管理・大高

建築設計事務所,施工・

竹中工務店

文化課に美術館準備班を置き,開

館事務にあたる

管理棟 第2期工事 の実施設計

完了する

展示棟建築工事竣工

千葉県立美術館発足する職員14名

聞館記念式典を行をう

開館記念展「千葉県美術展覧会」

を開催 一般公開を始める

管理棟建築工事請負契約議案可決

される

管理棟建築工事着工(管理・大高

建築設計事務所,施工・株式会社

竹中工務店)

管理棟建築工事竣工

管理棟完成記念特別展「浅井息と

その師弟展」を開催する

寄付によって,正面玄関に植栽を

行をう

展示棟の一室に美術普及室を開設

する

外構工事として,駐車場が拡張さ

れ, 101台の収容となる

彫刻の屋外展示をはじめる

美術普及棟の準備会が発足する



昭和49年4月機関設置以来, 4ケ年余を経て,本館の存在と

その運営も漸く軌道にのり「みる・かたる・つくる」の各種事

業も現状の施設設備の中でタ 利用者の期待に応えべく,その具

体化を図ってきた。

入館者数は,開館以来昭和52年末現在で, 396,696人を数え

毎年上昇の傾向を示し,特に「東山魁夷展」は, 24日間で最高

の4l,230名に達し,本館企画の展覧会・団体展を通じて最高の

入館者数と在った。

施設整備においては, 1,500万円の予算で,駐車場の増設,

庭園の芝張り及び囲陸の右横等を実施し,更に補正予算により

1,480万円でサッシ改造及び防水補修を実施した。

今後は,県民の方々が直接美術活動に参加できる美術館施設

としての使命を十分果すために,美術普及棟建設をすすめ,一

層の事業の充実・発展を図りたい。

また,美術館資料の収集とこれを背景にした調査研究にも力

を入れてタ 県民のための美術館としての使命達成につとめたい。
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組織および事務分掌(53.3.31現在)

庶務課(6) 課長1、主任主事1、主事1、技師l、運転手l、用務員1

●公文書の授受発送及び保存に関すること。

●職員の人事・服務に関すること。

●職員の給与旅費に関すること。

●予算の編成・執行に関すること。

●物品の出納、使用料等の徴収に関すること。

●その他庶務会計全般に関すること。

●館内施設設備の管理に関すること。

●館外施設設備の管理に関すること。

●防犯・防災に関すること。

●警備等総合委託業務に関すること。

●駐車場、利用者等の管理に関すること。

●その他管理全般に関すること。

学芸課(1 1) 課長1、副主査1、主任主事1、学芸員6、嘱託2

県立美術館協議会(10)

美術資料評価委員会(1 4)

美術資料受入委員会

美 術 館 友 の 会
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●美術作品の調査収集に関すること。

●美術作品と作家の調査研究に関すること。

●資料の収集と購入の実務に関すること。

●美術資料の保存管理に関すること。

●美術資料の整理分類に関すること。

●美術図書の収集と管理に関すること。

●資料の公開利用に関すること。

●展示企画全般に関すること。

●展示室の利用調整に関すること。

●展示備品の整備と管理に関すること。

●移動美術展の企画運営に関すること。

●広報普及の企画編集に関すること。

●展覧会の記念ポスター図録等に関すること。

●研究会、講習会等の企画運営に関すること。

●美術普及棟の建設に関すること。

●友の会の指導に関すること。

館運営の円滑化を図るため、館長の諮問

機関として置かれた。学校教育、社会教

育の関係者並びに学職経験者の中から10

名を教育委員会が任命している。

収集する美術資料の選考及び評価を適正

かつ円滑に行をうため置かれた。委員は

部門(日本画、洋画、彫刻、工芸、書等)

を考慮し、 14名を館長が委嘱している。

本館に受け入れる美術資料の適否につい

て検討するため、館職員により構成して

いる。なお貸し出しについてもこの委員

会で検討している。

館の活動に提携し、展覧会の鑑賞・講演

会・講習会・美の旅・会報の発行などを

行なっている。個人でいつでもだれでも

入会できる。



職 員

夫

久

正

在

原

橋

市

高

長

長館

館
副

庶務課

課 長

主任主事

主 事

技 師

運転 手

用 務員

坂 本 雅 生

高 橋 勝 利

菅 井 富美子

矢 部 書 信

篠 原 恒 雄

長 島 則 子

協議会委員

氏 名 役 職 

◎浅見喜舟 和洋女子大学教授 

相川 勝衛 

千葉県高等学校長 
協 会 副 会 長 

県立木更津高等学校長 

遠藤 健郎 画 家 

郡司 幹雄
県文化財保護審議会

副 会 長

笹岡 了一 千葉県美術会理事長

学芸誌

課 長 大 木

副主査 佐 藤

主任主事 宮 内

学芸員 中 村

小 野

米 田

大久保

藤 川

前 川

非常勤嘱託 石 井

渡 辺

氏 名 役 職 

○鈴木民三 千葉市教育委員会教育長委員 

鈴木 秀一 
千葉市教育委員会 
社 会 教 育 部 長 

野口 貞子 
千 葉 市 婦 人 

グルー プ連絡会長 

牧田 茂 
日本民俗学会中 

八代 進 
千葉県小学校長副会長i 

千葉市立新宿小学校長 

◎議長 ○副議長
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資料評価委員

氏 名 役 職 部 門 氏 名 役 職 部 門 

植村鷹千代 美 術 評 論 家 洋 画 中村伝三郎 
東京国立文化財研究所 美術部第二研究室長 

彫 刻 

金子 量重 大妻女子大学講師 工 芸 久富 貴 跡見学園女子大学教授 日 本画 

募門 安雄 ブリジストン美術館館長 洋 画 細野 正信 
東京国立博物館学芸部 美術課主任研究員 

日 本画 

限元謙次郎 i 

美 術 評 論 家 洋 画 堀江 知彦 二松学舎大学教授 重さ 日 

i桑原住雄 
i筑波大学教授 

彫 刻 
i本間正義 

国立国際美術館館長 彫 刻 

弦田平八郎 
神奈川県立近代美術館 学芸 課 長 

日 本画 i 前田泰次 東芸京術大学教授 工 芸 

友部 直 共立女子大学教授 工 芸 松下 英麿 美 術 評 論 家 書 

昭和52年度予算概要 (単位 千円)

事 業 名 予 算 額 事 業 概 要 

運営費(人件費除く) 86,271 館の維持・管理・運営 

広 報 普 及 費 2,320 館報発行・講習会等 

特 別 展 費 11,597 特別展2事業 

平 常 展 費 5,403 企画展常設展5事業 

設 備 整 備 費 33,000 資料・図書・展示備品 

建 設 費 15,000 外構整備 

計 153,591 

※上記以外14, 800千円の工事費本庁予算
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収蔵資料
(ア)収蔵別内訳

(昭和53年3月31日現在)

保 管 換 購 入 寄 贈 合 計 

日 本 画 
23 l 

21 31 75 

洋 画 画 35 69 106 210 

書 14 13 5 32 

工 芸 9 25 12 46 

彫 塑 10 13 l 24 

版 画 3 50 33 86 

合 計 94 191 188 473 

研 究 資 料 73 86 191 350 

教 育 資 料 116 0 238 354 

(イ)年度別内訳

昭和49年度 昭和 50年度 昭和51年度 昭和52年度 

日 本 画 28 33(十5) 69(十36) 75(十6) 

洋 画 57 108(十51) 193(十85) 210(十17) 

:十〇 日 
16 24(十8) 31(十7) 32(十1) 

工 云 17 21(十4) 39(十18) 46(十7) 

彫 塑 13 17(十4) 19(十2) 24(十5) 

版 画 3 20(+17) 27(十7) 86(十59) 

合 計 134 223(十89) 378(十155) 473(十95) 

研 究 資 料 138 148(十10) 234(十86) 350(十116) 

教 育 資 料 118 118(十0) 354(十236) 354(+0) 

( )内は当年度の収蔵点数
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施 設

この建物は,幾つかの建設候補地の中から,千葉港

に隣接した臨海埋立地の一角に計画された。計画着手

当時はこの付近は訪れる人もなく,荒れ果てた海を通

して石油基地のタンク群や工場と煙を吐き出す煙突が

望める環境であった。

このようを当初の環境下で,空気汚染,降下媒塵そ

して塩害をど,建物に与える悪影響が予測されるため

に,材料の選択,構法,空調計画等は十分を検討がな

された。以下,主を部分について記す。

外壁の打込みタイルー先議プリッグ構法

従来の外壁をコンクリートで表現している建物とは

異なり,炉器質タイルを型枠代にしてコンクリートと

一体に打ち込む構法をもちいた。

今回使用したタイルは従来の断面と異をり,コの字

型の断面をしており,型枠にセットせずモルタルにて

積上げられるように見込み寸法を5cmの厚味にしてあ

る。

施工方法は,内型枠,配筋工程の次のタイルを積み

5段毎に型枠のホームタイを通し, 2,400m血程度まで

積み上げ単管にて固定する。この2,400m鵬の高さは,

設計段階での試作実験にて安全を確認した数値である。

試作段階での支保工は,縦方向に角材を400ピッチに

通し,横方向に単管を480ピッチに通し固定したが,

施工時は,縦方向に単管を480ピッチに通して固定し

た。コンクリートの打設は, 1.5mへ2,Om/hの速度を

目標に行をい,ポンプにて打設可能を程度までスラン

プを下げた。この工程を繰返しタイル壁面を構成して

ゆく。

タイル面の施工時の汚れ防止には,ふのりを塗布し

た。タイルの目地は積み上げる工程で仕上げられ,表

面に現われない目地の空隙にコンクリートのノロが凄

み込んでゆき,目地からの湊透水を防げ満足する状態

に仕上がった。

屋根の天然スレート

前述のような環境のもとで,勾配屋根に適し,十分

にもちこたえられる材料としては耐候性鋼等が考えら

れたが畦により天然ストートを使用した。

空調計画
計画当初より,良好とはいえをい外部環境から美術

品をいかに保護するかが,海浜に建つ美術館として,

ひとつの重要をテーマだった。外気取入れは,内部に

自動巻取りフイ)レター,ユニット型フィルター,活性

炭フィルター,キャピラリーワッシャーの4種類の空

気清浄フィルターを組込んだ外気処理器を通して供給
されている。

展示棟はCAV (定風量型)十vAV(可変風量型)

方式により計画されている。わが国の美術館は,平常

の館内利用者に対して特別展や団体展等のときに非常

に利用者がふえて,発熱負荷の変動が大きくなる。 V

AV方式は,こういった条件に対して非常に効果的で

あるといえる。

管理棟は,エネルギーの省力化にも役立つVAV方

式を採用し,収蔵庫は,露点再熱制御方式により二つ

の条件の異をる収蔵庫を2台の空調機で空調されてい

る。

照明計画

展示壁面は,自然光源と人工光源とにより全体計画

されている。

自然光源は展示室の高窓から取り入れられ,外部の

溝型ガラスと内部の紫外線吸収のアクリル拡散板を経

て壁面に達する。しかし,太陽直射光の鉛直面照度は

8時から15時の間で10%の時間力鴻0,0001x以上, 30%

の時間が50,000lx以上, 50%の時間が25,0001Ⅹ (平均)

以上, 90%の時間が5,000lx以上という測定値があり

また水平面照度にしても50,0001x (薄暗)から5,0001x

(曇天)の範囲と非常に明るい。このように必要以上

に明るい光源は,調光通路内に設けられた2枚の電動

スクリーン(これは,計算値により鉛直面照度60,000

霊x以上の条件のとき必要を枚数で,それぞれ異をった

透過率を有する布を使用した)にて基準の壁面照度に

在るよう調光される。

計算値による透過率をもつクロスでの何回かの現場

実験の結果,クロスは白地のポリエステル(透過率53

.6%)と黒地のジョーゼット(透過率35%)の2枚を

採用した。ここで留意すべき点は,クロスの遮光性能

を良くするために,厚地の布や,コーティングされた

布を使用すると壁面に色がつくことである。壁面の照

度分布の状態は,視覚的に均一を壁面が確保できた。

曇天・雨天に対しては,蛍光灯と白熱灯を補助照明

として設置した。蛍光灯と白熱灯を併用したのは,演

色性を高めるためである。

第1, 2展示室は,すべて蛍光灯と白熱灯による人

工光源で計画されている。壁面照度は,最高2001Ⅹに

押えてある。

固定ケースは基準照度を1801xに設定した。照明方

法は,全面アルミルーバーの天井ふところに蛍光灯を

2本並列させ,その間に白熱灯2個を配置した。
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計画データ

【設計監理者】

建築:大高建築設計事務所

構造:木村俊彦構造設計事務所

設備:科学応用冷暖研究所

備品:大高建築設計事務所

【施工者】

建築: (株)竹中工務店

設備:空調二東洋熱工業㈱,衛生二第一管工事㈱,

電気=関東電気工事㈱

備品:天童木工,山口木材,佐々木ブラインド

【殺害†期間】

基本設計:1971年Il月へ1972年1日

英施設計: 1期展示棟二1972年7月へ1973年1月

2期管理棟=1973年7月-1973年11月

【施工期間】

l期展示棟: 1973年4月へ1974年3月

2期管理棟:1975年4月へ1976年2月

【階 数】

地下1階,地上2階,塔屋1階建

【高 さ】

基礎底まで: Gし-5,00m,最高軒高:展示棟=

GL+4.88m,管理棟=GL+9.33,最

高高さ:GL+15.20m

【都市訂両地域指定】

用途地域:準工業地域

【規模・面積】

敷地面積:33,057.87誼,建築面積:6,191.85nら建

ぺい率:18.73%,延床面積:7.469.79正,展示棟こ

5,194.59誼,管理棟=2,275.20nら 施工延面積:7,

469.79壷,駐車台数:101台

【構 造】

主体構造:鉄筋コンクリート造(プレストレスト導

入),屋根:鉄骨造/主鋼材の種類:H型,山型,平

鋼=S S41および高張力鋼, PC銅棒/コンクリー

トの種類:A種・普通コンクリート(基礎・地中梁

・ 1階スラブ) Fc=210k9/c壷, B種・軽量コンクリ

ート(梁・スラブ用・地上部) Fc二300k9/c重C種

・軽量コンクリート(地上部躯体でA, B以外の柱

・壁をど) Fc二240k9/c誼

【外部仕上げ】

屋根:勾配屋根二アスファルトルーフィング・コロ

シート,天然スレート3枚葺,陸屋根=アスファル

ト防水,押えコンクリート,豆砂利打込み

外壁:姉器質タイル(先積プリッグ打込工法),一部コ

コンクリート打放しおよび祈り仕上げにウエテキシ

塗布

開口部:昭和鋼機㈱オーダーメイド自然発色サッシ

ュ,一部型鋼グラファイト処理サッシュ,旭硝子ス

ーパーサンゴールド

【内部仕上げ】

玄関ホール・ロビー・第7展示室:床・巾木=自然

石(北木島御影)円盤摺および本磨,壁こコンクリ

ート祈り仕上げ プラスター中塗下地塗装仕上げ,

天井=岩綿吸音板 天井高こ2,300 4,200へ13,500

展示室:床=ビニールホモジニアスタイル,壁二石

綿珪酸カルシウム,板下地クロス張り,塗装仕上げ

天井=岩綿吸音板,塗装仕上げ 天井高=3.600

3,240 4,500-6,100

事務室:床=ビニールホモジニアスタイルおよびビ

ニールアスベストタイル,壁=プラスター中塗下地

塗装仕上げ 天井=岩綿吸音板塗装仕上げ 天井高

3,400

保管庫:床=フローリングブロック,壁・天井二米

杉 天井高二3.400館長・副館長室・応接室:二じ

ゅうたん,聖二突破練付け,天井=岩綿吸音板 天

井高二2,600

【昇降機設備】

荷物用エレベーター(三菱エレベーター) :制御方

式=交流2段速度歯車式,セレクティブコレクティ

ブ(DWA)F操作方式,規模:容量3,000kg,カゴ

内法こ3,000×3,000×3,000,速度=30m /min,戸閉

型式=電動式2枚戸上下開き

【空調設備】

空調方式:展示棟二CAV(定風量型)十VAV (可

変風量型)方式管理棟こVAV方式,保管庫=露点

再熱制御方式

熱源:空気熱源スクリュー熱回収ヒートポンプ方式

【衛生設備】

給水:ポンプ圧送方式,引込み管径80肌

排水:汚水・雑排水合流方式系統(管径300),雨水

系統(管径300)別,公設本管へ放流

【電気設備】

受電方式と契約容量:交流 3相3線式 6,000V

50Hz,電灯幹線=交流 単相3線式200V/100V

50Hz,分岐支流こ単相2線式200V∧00V 50Hz,分

力幹線および分岐支流こ交流 3相3線式200V50H乙

電話交換方式: 20回線クロスバー完全共通制御分散

中継方式

【防災設備】

排煙方式:自然排煙,機械排煙(第1, 2, 7展示室)
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消火方式:屋外・屋内消火栓,不燃性ガス消火設備

ハロン1301 (電気室,械機室,保管庫1. 2)

自家発電:ディーゼル機関直結交流発電機,定格出

力100kVA

【その他の設備】

防犯設備:ITVカメラ設備,防犯警報装置,調光放

送設備,火災報知設備

工事費

基本設計1,300,0千円(展示棟・管理棟含む)

展 示 棟 管 理 棟 

実 施 設 計 l,728,0千円 l,050,0千円 

杭 工 事 3,040,8千円 1,800,0千円 

本 体 工 事 39,482,2千円 28,950,0千円 

空調設備工事 16,555,9千円 16,085,0千円 

電気設備工事 7,966,3千円 3,000,0千円 

衛生設備工事 2,761,7千円 1,95l,4千円 

計 71,534,9千円 52,836,4千円 

展示 工 事 ⑭へ⑰6,500,0千円

外構 工 事 ⑲6,770,0千円

⑳ 1,778,6千円

⑳ l,400,0千円

数字は年度

美術館全景 彰国社提供 撮影:和木通
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2階平面凡例

1,副館長室

2,応接室

3,館長室

4,庶務課

5,会議室

6,学芸相談室

7,学芸課

8,暗 室

9,写真スタジオ

10,研究・工作室

11,収蔵室

管理棟2階平面図

重罰

I階平面図
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室名および面積

展 示 棟

玄関ホール
ク ロ ー

ク

倉 庫 A

〃 B

第一展示室
ノン ノ′

ノブ
一一

イ′

ク 四 ケ

ク 五 ヶ

ク 六 ケ

〃 七 〃

食 堂

厨 房

従業員控室等

食堂ホール
ロ ビ ー

第一休憩室
ケ ク

管 理 棟

(1階)

第2会議室

更 衣 室

医 務 室

文 書 庫

警 備 員 室

第一会議室

倉 庫

湯 沸 室

便 所

宿 直 室

物 置

用 務 員 室

審査室・資料準備室・荷解室

消 毒 室

資 料 倉 庫

荷解梱包保管重

荷扱人控室

機 械 室

廊 下 等

小 計

(2階)

館 長 室

副 館 長 室

第一応接室

第二応接室

102.40 重昂

91.80 量五

2.70 重昂

2.70 調子

7.76 壷

0.32 賀正

9.08 n了

3.20 誼

4.19 nf

O.58 証

6.56 n字

9.52 誼

6.00 n字

7.28 n字

l.20 壷

5.52 nf

3.04 nf

3.04 証

2

3

3

2

3

2

5

2

5

2

8

5

1

1

11

2
m

誼

雷
m

証

《
断

つ
m

2
m

2
m

2
m

2
m

誼

《
血
。
m

2
m

2
m

誼
∴
誼
∴
誼
∴
誼
∴
証

2

3

8

2

9

-
.
o

9

9

・
4

0

2

3

8

9

-
i
O
∴
〔
1

4

4

2

5

6

8

1

0

5

1

1

1

-
i
o

2

9

8

6

〔
1

2

6

9

7

5

8

2

4

1

2

3

0

7

5

4

4

9

1

0

1

4

2

1

1

3

3

正
∴
正
∴
誼
∴
証

-
1

2

7

5

2

4

6

-
i
O

3

3

4

4

3

2

1

1

合 計

第三休憩室
便 所 A

〃 B

身障者用便所

コントロール室

フィルター室

工 作 室

発 電 機 室

電 機 室

ポ ン プ 室

機 械 室

高架水槽室

E. Ⅴ機械室

E. V廻 り

ダクトスぺ-ス

廊 下 等

庶 務 課 室

会 議 室

学 芸 課 室

学芸相談室
研究工作室

写真スタジオ

器 材 室

暗 室

第一収蔵庫
ノブ ノブ

E. V 前室
便 所

湯 沸 室 A

々 B

廊 下 等

小 計

ダクトスペースその他

合 計

証
∴
鷹
∴
証
∴
証

書
証

書
m

2
m

2
m

壷

2
m

雷
m

2
m

2
m

誼

2
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正

4

4

6

2

6

2

0

0

0

0

0

6

8

6

8

○
○

O

2

7

9

1

9

0

0

2

8

2

4

2

-
i
o

6

4

3

0

3

購
1

0

8

1

-
.
D

3

6

5

1

7

4

-
i
O

3

2

3

2

2

2

3

2

2

7

0

1

2

5

3

2

1

3

1

5,194.59 nf

112.34 壷

43.84 正

195.32 】五

23.9l nf

216.49 】誼

54.30 n了

6.74 皿で

12.19 nf

184.40 請

42.81 正

16.39 正

2l.50 n子

3.24 I五

6.87 nf

60.94 重昂

1,087.19 誼

3,56 nf

2,274.60 I五











事・業報告

1 展覧会の開催について

特別展として,房総の風景を主題にした「海と湖沼展」が初

夏に開催され,年度末には,千葉県在住30年を記念して,「東山

魁夷展」が催された。九十九谷を遠望した「残照」から,唐招

提寺の障壁画まで」と題して,東山芸術の軌跡を回離した展覧

会と講演会はともに日本画の真髄に触れ,入場者約41,000人か

ら好評を得ることができた。

企画展の「現代工芸六人展」「菅谷元三郎・円城寺昇の二人展」

では房総の美術家を広く県民が直接親しむことができ,作品を

通して,県美術史上に位置づけを行った。 「第11回現代美術選

抜展」「世界の子どもの絵展」では,広く日本全体の美術と世界

の子どもの作品を展観し,国内美術界の展望と国際理解への一

助と有った。

常設展では,房総の美術家シリーズと新収蔵作品展を主とし

県民の多くの人々に親しんでいただき,新規事業として移動美

術館を木更津市の県立上総博物館と,館山市の県立安房博物館

で開催し,積極的を地域進出は,多くの美術愛好家に,県民奉

仕の美術館として受けとめられた。

2 普及事業について

新規事業として,美術普及室は,第6室に図書・展示・談話

・情報・集会コーナーの場をつくり,日常生活の中で,美術に

接する機会を設けている。更に夏季大学や美術講演会・美術を語

る会等は,希望者が定員を大きく上まわる申込みを受け,規模

を拡大して,対応するをどの要望に答えた。館報・年報・事業

案内をも配布し,館行事業を広報し,奉仕活動を活発化した。

3 資料収集について

美術館資料としては,日本画・洋画・彫塑・工芸・書・版画・

の部門を作品を,基礎調査の上にたって購入・寄附を受け,収

蔵作品を増加させ,収蔵品目録を発行し,作品整理と活用をは

かっている。

4 調査研究について

企画展等では,調査研究と一環した作品展示が毒されており

基礎的を研究と作品についての研究が併行して追求されている。

特に特別展における第二次資料室の開設は,作品,作家の生い

立ちや作品の成立過程まで及ぶよう配慮がをされている。をお

学芸員の個別研究は記要として発行している。

友の会も,美術鑑賞旅行を実施したり,会報の発行を行ない

美術を視る目と教養を深める心豊かを生活向上に努めた。
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常設展

房総の美術家一近代美術の10人一

会 期 昭和52年4月10日-6月12日

展示点数 60点

入場者数 19,248人

房総は首都東京に隣接し,純朴を気風と,温暖で恵まれた風土変化に富んだ景観から,文人墨客の訪れること

が多かった。明治以降でも著名を芸術家が写生地を求めてこの地に来た。青木繁の「海の幸」安井曽太郎の「外

房風景」が房総から取材したものであることはすでに著名である。

このような影響もあって,比較的早くから中央の文化の影響を受けることが少なく,明治以降の急激に,半島

という袋小路の地形は,近隣文化や通過的を文化の影響を受けることが少をく,明治以降の急激に導入された欧

風文化を一方的に受け入れることに追われ,風土や歴史的伝統に根ざした独自のものは生れにくい条件にあった。

「房総美術」という概念で抱括するには,あまりにも多様な作家像である。ただ,このような中にあっても僅か

ではあるが房総に定住して,作家活動を続けを、ら後進の育成に励んだ美術家のあったことも見逃しては女らを

い。

近年,房総は大きく変貌しつつある。産業構造の急激を転換と,首都圏のベッドタウンとしての都市現象は,

地域文化にも大きな影響を及ぼしている。著名を,あるいは新進の美術家がここに移り住むことによって,房総

の美術界に新しい息吹きが導入された。全国的に見てもハイレベルの作家が多く,今後,房総美術という狭い概

念ではとらえられない多様を方向の中から,日本的あるいは国際的作家が輩出する可能性は大きい。

今回の展示は,このようを房総美術の動向の一端を10人の作家によって示そうとするもので 一つの作家群は

明治初期における浅井息と,戦後における浜口陽三に見られようを,房総出身で,中央の美術界又は国際舞台で

活躍した人々であり,もう一つの作家群は,この地に住んで 作家活動と房総の美術界の育成に尽した人々であ

る。
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作 家 名 作 品 名

椿 貞 雄 ア ン ド レ 裸 体

鋸山から見た房総半島

〈版 画〉

浜 口 陽 三 う さ ぎ

緑 の ぶ ど う

ピーマ ン の あ る静物

ト リ コ ッ ト

1 9 0 と
一 匹

テーブル掛けとサクランボ

赤 い パ イ プ

難
㌫
孫

圏

一
二
胡
臨
鳳

夫

勢
信田

工〈

津

印刷物 目録 B5 5,000枚

小
玲
男
運
の
薫

研
璃
“
目
ろ
炉

二
子
以
北

鳳
笑
筋
六

菊

夫

真

名

信

秀

家

田

取

作

津

香

名
蒙
緒
誓
花
火

作
㌔
旺
獅
入
角

文

鴫
鴨
し
子
瓶
炉
瓶
鉢
釜

山題堀

〉
松

雪〈
纏 陽先 生 像遺

五 言 絶

詩
句

五 言 絶 句

竹 之 図

七 言 絶 句

房総の美術家一新収蔵作品展一
会 期 昭和52年8月5日へ10月20日

展示点数 36点

入場者数 29,139人

本館では,房総美術の特質をふまえて,収蔵作品の計画的充実につとめるとともに・郷土美術の紹介につとめ

てきた。今期は特に近年収蔵された作品を中心に一般に公開するものである○

出 品 目 録

作 家 名

〈洋 画〉

フォンタネージ

浅 井 忠 軍

霜 鳥 之 彦

鵜 川 誠 一

女
人
船
浜
ら

ラ

た

鳥

イ

神
事
帆
白
は
仁
沢
都
女
星
田
ラ
ノ

篠 崎 輝 夫 絵

王
入
英
た

ツ

工

顔
愛
に

喜

之

の

の

風

ク と

図
図
図
貴
人
像
駅
像
ち
祭
園
蝶
ル

溝 生七口

〈日本画〉

鈴 木 驚

杉 原 元

渡 辺

岩 崎 邑

篠 崎 之

〈彫 塑〉

大須賀

〈工 芸〉

香 取 秀

土 肥
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S

々

図
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口

牛

女
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〈版 画〉

遠 藤 健 郎 巷 の 女 た ち

池 田 満秀夫 ト ラシラーズ・ジョイ
樗
待

万
古

舟

子

風

龍

〉
喜
隆
青
錦

書
見

石

暮
見

〈
浅
大
小

浅 の樫千泉

椛
君
歌
歌

印刷物 日録 B5 5,000枚

房総の美術家一収蔵作家20人展一

会 期 昭和52年12月1日一昭和53年2月28日

展示点数 56点

入場者数 22,716人

今期は,第1期に加えて,本年度中に企画された「近代房総の美術家」シリーズによって,その業績の発掘に

つとめた作家等の作品を展示し,より巾広く房総の美術家を紹介しょうとするものである。

出 品 目 録

ー22-

家
酎
春

作

本
岡

木

目〈

田

若

鷲
林

木
井

鈴

石

名

径

山

湖
響

作 品 名

林
林
春
春
図
図ノ

の
郎

耕
大島

竹

風

早

湿
度
浦

浅 井 思 フ ラ ン ス 風 景

婦 人 像

老 母 像

中 沢 岩 太 郎

京 都 工 芸 学 校 の庭

東 宮 御 所 壁飾 草稿
都 鳥 実 害 男 の 顔

婦 人 像

巴里郊外サーク ー ル

原 勝 郎 京 橋

コ ー ヒ ー ひ き

森 (A)

石 橋 武 治 夜 の 富 士

砂 山

白 鷺 の い る 風 景

椿 貞 雄 春夏 秋冬 図屏 風(春)

岩

渡 辺 百合子

〈版 画〉

浜 口 陽 三

水 彩 画

庭 園 に 遊

と091

家

ぶ

匹

作 家 名 作 品 名

ト リ コ ッ ト

赤い鉢と黒いサクランボ

三

雄

陽

辛

口

沢

浜

深

〈彫 塑〉

大須賀

大 川 遣

〈工 芸〉

香 取 秀

信 田

力

洋

夫

÷
ぅ
影
戦
家
書
掌

俺
婦

鳳

笑
筋

六

菊
九
蝦
鋳

鳳

子

〈 害 〉

艦 松 塘 七

五

の レ モ ン

い き ょ う

(メピコ) A

栗 (ト ル ソ)

像

の

裸
中

る

人

い

の

様

さ

子

及

躍

岩
大
角
釜
ひ

文

銀

花
一
手

風

古

香

花
火

び

水

玲

義
家

絶
絶

鷲

銅

親
潮

迷

言
言

族
A

影

女
像

瓶
炉

瓶
鉢
炉
盤
瓶
盤

醜
炉
鴨

句
句



竹 図

江 川 碧 澤 白 雲 青 山 詩

龍 渓 山

印刷物 目 録 B5 5000枚

展示風景

…
院
一
戸
′
∴
伯
周

討
つ

」
可

霊獣文大花瓶 香取秀真 農 婦 浅井忠
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特別展

海と湖沼廣一自然との対話一

会 期 昭和52年7月1日へ7月31日

展示点数 43点

入場者数 5,686大

日本の海と湖沼を題材にして絵画の歴史は古く,そ

の多彩を質量は多くの人たちに愛好され,いまをお描

かれている。

このたび喜自然との対話鵜「海と湖沼展」として,

日本の近代以降の造形美の一端を展観に供し,自然と

の対話の結晶を通して,海と湖沼に托された作家の情

念を追いをがら,自然の再発見と多様かじ、象表現を広

く多く人々に理解していただくために,開催するもの

で、ある,書

出 品 目 録

作 家 名 作 品 名

〈洋 画〉

浅 井 忠

原 田 直次郎

黒 田 清 輝

久 米 桂一郎

藤 島 武 二

石 川 寛 治

山 本 森之助

石 井 柏 亭

金 山 平 三

辻 永

斎 藤 与 里

黒 田 重太郎

漁
海
湖
鴨
屋
壇

犬
琉
朝
し

須
晩

辺 風

還のり

の

よ島

の
燈

若
球

婦

景

畔

川

望

浦

浜

台

陽

け の 翌 日

麿 の 朝

秋 の 赤 城 山

つ い り 晴 れの鏡容池

中 村 繁 海 辺 の 村

安 井 曽太郎 鵜 原 風 景

小 林 和 作

牧 野 虎 雄

大久保 作次郎

石 橋 武 治

長谷川I 利 行

曽 宮 一 念

青 山 義 雄

磯
江
筑
雨
勝
外
車
鵜

房

て

春
望
海

浦

景

湖

景

作 家 名 作 品 名

椿 貞 雄 岩

三 田 康 冬 の 犬 吠 岬

円城寺 昇 岩

野 問 仁 根 房 州 新 緑 天面漁 村

小 堀 進 沖 縄

服 部 正一郎 霞 ケ 浦 筑 波

林 倭 衛 岩 和 田 海 岸

〈日本画〉

横 山 大

小 用 字

吉 田 登

川 端 龍

田 岡 春

宮 取 風

加 藤 栄

東 山 魁

蒔 田 直

若 木

具

堅

朝
霞
浄
海

鵜
清
早
夏
遠
川

観
銭
穀
子

径
堂

三

夷
善
山
定
学
二

陽 映

ケ

島
浦
池

鵜

幽

朝

飼

声(試 作)

苗 舟

の 水

在 っ た 海

口(遺された人)

清



《二次資料〉 演芸(荒業さ霊誓,直彦
◎写生地としての房総コーナー 曽宮 一念

1写生地としての房総地図パネル(航空写真10枚 5 書簡類(江津館宛) 3点

沢本吉則撮影) (手紙)曽宮 一念

2 房総の海写真i3枚(海の表情 沢本吉則撮影) (葉書)伊藤 清永

3 写生地としての房総関係写真11点 (葉書)小紙源太郎

青木繁「海の幸」記念塔(館山市布良) 6 カラー図版(中村善策 海辺の春)

青木繁が滞在した小谷家

中村葬「海辺の村」の現状

黒田清輝「大海海岸」の現状

安井曽太郎「鵜原風景」の現状

安井曽太郎「外房風景」の現状

石井柏亭「朝陽」の現状

三田康「冬の犬吠岬」の現状

天津の海岸

白浜への道

布良漁港

(館山市布良) 7 江津館宿帳(大正8へ昭和4)

(館山市布良) 8 江津館関係写真

(大原町丹ケ浦)

(勝浦市鵜原)

(鴨川市太海)

(銚子市外川海岸)

(銚子犬吠埼)

(天津小湊町)

(館山市布良)

(館山市布良)

4 石井柏亭関係資料 2点

画作控 4冊

石井柏亭作「朝陽」の制作に関する文(本よりコ

ピー)

5 浅井忠関係資料

浅井忠鉛筆画「房州白浜」

「房州白浜」

「房州白浜」

「房州乙浜村」

「印旛沼」

スケッチブック 2冊

6 展示書籍 3点

「浅井忠」 石井柏亭著

「浅井忠・黒田清輝」

「安井曽太郎・小出檜重」

芸州堂発行

集英社発行

集英社発行

◎鴨川市太海画家の宿江津館関係資料コーナー

1 画家の色紙絵 16点

野間 仁根・大久保 泰・中村 琢二

中沢 弘光・青山 義雄・鈴木信太郎

野口弥太郎・中村 善策・石川 滋彦

向井 潤吉・佐宗 美邦・石橋 武治

片多 徳郎・曽宮 一念・伊藤 清永

服部 克美

2 江津栄子氏肖像画 3点

大久保百合子 桐野江節雄 望月 省三

3 軸 物 3点

12点

太海駅から画家の宿へ

画家の宿〔江津館」

明治時代の太海海岸

画家の宿にあった画室

画家の宿の旧館

画家の宿のロビー

画家の宿の廊下

画家の宿の壁面

海上から見た画家の宿

画家の宿から見た鴨)Ii市街

安井曽太郎「外房風景」の現状

その他「画家の宿の紹介コラム」

◎近世版画コーナー 20点

千絵の海 下総登戸

千絵の混 線列利根川

登 戸 浦

上総ノ海路

下総小金原

葛飾 北斎

ケ

ノブ

安藤 広重

廉楚山鳥唐崎 〃

上総廉楚山

下総銚子の浜外浦

上総笠盛寺岩作之観音

下総鴻の台

鴻の台と禰川風景

雇用保田ノ海岸

上総天神山海岸

上総黒戸の浦

安房小湊

上総木更津海上

中川口之図

上総九十九里地引網大漁猟正写之図

昇亭 北寿

下総銚子浦鰹釣舟之図

利根川東岸一覧

講 演 会 7月16日「なぜ漁民を描くか」渡辺 学

美術を語る会 7月9日「海と湖沼展をみて」遠藤 健郎

印 刷 物 図録 20×21 l,000部 ポスター73×51.5 1,500枚 チラシ B5 3,000枚

目録 B5 2折 5,000枚
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「残照」から唐招提寺障壁画まで

東山魁夷展
会 期 昭和53年3月4日へ3月31日

展示点数 61点

入場者数 4l,230人

東山魁夷は,現代日本画の第一人者として注目され

ているばかりではをく,版画,著述,講演にと多方面

にわたって活躍し,現代日本をもっとも幅広く代表す

る作家である。

昭和52年は東山魁夷が市川市鬼越に居を構えてから

30年になる。以来この地で数多くの作品を発表してき

ているが,それは単にアトリエがあるということにと

どまらず,昭和22年文展に発表した「残照」により千

葉とのかかわりが,より深いものとをったといえる。「残

照」は九十九谷を見下す鹿野山上で、体験した大自然と

の感応を作品化したもので,これまでの仕事の総集の頂点として,また同時にそれ以後の展開の出発点にもをるも

のであった。現在制作中の「唐招提寺障壁画」は「残照」への回帰を毒すものともいわれ,いよいよ高い円熟境

を示している。

そこで,これを契機にその軌跡を辿るとともに,県民の長年の期待にこたえ,開催するものである。

出 品 目 録

残
月

彩

私

白
晩
冬
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《二次資料〉

●唐招提寺障壁画

スケッチ 33点 山 景16点

海 景 15点

樹 木 2点

小下図 1点 山雲罵声1点

÷中下図 6点 山 雲 3点

罵 声 3点

試 作 7点 山 雲 4点

藩 声 3点

割出図 6点 山 雲 3点

溝 声 3点

大下図 6点 山 雲 4点

潜 声 2点

●日展出品作品等の小下図 21点

たにま・光昏・山かげ・秋翳・暮朝・雪降る

黄耀・映象・雪原譜・冬華・白夜光・月室・

渓紅葉・みづうみ・雪の城・白馬の森・春雪

夕静寂・秋深・山嶺湧雲・凍池

●唐招提寺写真 7点

講 堂

鑑真和尚像
観 月 会

唐招提寺金堂

金堂の夜景

境内の講堂及び鼓楼

唐招提寺金堂

●制作中の写真12点

山雲A, B, C 犬吠崎にて 茶室にて

溝声A, B 奥穂高にて

試作A 仕上げの筆を入れる

制作中の画室にてA. B

●唐招提寺障壁画完成写真 5点

震殿の間A. B

御影堂上段の間

震殿の間より上段の床の間を見る

上段の間の床の間と床脇棚

《図 書〉

●善 書

『わが遍歴の山河』新潮社 1957

『私の窓』新潮社 1961

『白夜の旅』新潮社 1963

『風景との対話』新潮社 1967

『馬車よ,ゆっくり走れ』新潮社1971

『泉に聴く』毎日新聞社 1972

『唐招提寺への道』新潮社 1975

『六本の色鉛筆』新潮社 1976

『日本の美を求めて』講談社1976
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●画 集

『東山魁夷』三彩社 1958

『東京』弥生画廊 1959

『東山魁夷作品集』三彩社 1962

『森と湖の国』美術出版社 1963

『古き町にて』(リトグラフ)明治書房1964

『KAII HIGASHIYAMA』 (英文画集)三彩社1965

『朝明けの潮』三彩社 1968

『画集東山魁夷』三彩社 1969

『京洛四季』新潮社 1969

『京洛小景』(孔版画)フジ美術1971

『窓』新潮社 1971

『東山魁夷代表画集』集英社1971

『古都を描く』集英社 1972

『白い馬の見える風景』新潮社1973

『四季』毎日新聞社 1974

『唐招提寺御影堂障壁画』日本経済新聞社1975

『毒の世界』美術出版社 1976

『詩画集・コンコルド広場の椅子』求龍堂1976

『海と山』 (リトグラフ)アポロ・アート 1977

『秋風行画巻』毎日新聞社 1977

『KAII HIGASHIYAMA』 (英・仏・独文画集)

美術出版社1977

『東山魁夷自選画集』美術出版社1977

『東山魁夷昭和三大障壁画』実業之日本社1977

『東山魁夷代表作十二選』集英社1977

『大地悠々』日本経済新聞社 1977

『東山魁夷の世界』毎日新聞社1978

●全 集

『日本の名画28東山魁夷』講談社1卵2

『現代日本の美術東山魁夷』集英社1974

『現代日本の美術東山魁夷』(ヴァンタン版)集英社1976

『日本の名画25東山魁夷』中央公論社1977

●展覧会図録

東山魁夷滞欧スケッチ展 銀座松坂屋1938

現代作家デッサン展・東山魁夷 朝日新聞社1958

東山魁夷自選屡 朝日新聞社 1銃1

北欧風景画展 日本橋高島屋 1粥3

東山魁夷代表作品展 神戸新聞社1騰3

京洛四季・朝明けの潮展 銀座松屋その他 l騰8

東山魁夷 毎日新聞社(大阪) l騰9

東山魁夷 日本経済新聞社 l卵1

古都を描く・窓展 日本経済新聞社 1971

東山魁夷展 高知県立郷土文化会館 1972

京洛四季習作とスケッチ展千葉ニューナラヤ1972

白い馬の見える風景展 銀座松屋 1973

東山魁夷展 岩手日報社 1974



唐招提寺障壁画展 日本経済社聞社 1975

唐招提寺障壁画習作屡 パリ吉井画廊1975

東山魁夷展 ブ掴新聞社 1976

京洛四季習作展 パリ吉井画廊 1976

東山魁夷の歩み展 神戸新聞社 1976

東山魁夷展 渋谷東急 1977

中国の旅水量画展 パリ吉井画廊 1977

唐招提寺屡 プチ・パレ(パリ) 1977

東山魁夷展 千葉県立美術館 1978

●その他

東山魁夷・人と芸術 日本美術社 1972

三彩(増刊号)東山魁夷の歩いた道 三彩社1972

東山魁夷 時の美術社 1973

三彩(特集号)東山魁夷 三彩社 1977

講 演 会 3月18日「美との巡りあい」 東山 魁夷

美術を語る会 3月Il日「東山魁夷の人と芸術」 桑原 住雄

映 画 会 3月4日「夕静寂を描く」

3月25日「唐招提寺障壁画」

印刷物 図録 24.2×25 3000部 ポスター 73×51.5 2000枚 チラシ B5 2折 25000枚
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企画展
房総の美術家シl)-ズ6

現代工芸六人度
会会 期 昭和52年9月10日へ10月16日

展示点数 36点

入場者数16,983人

生活の中から生まれた工芸は,美術工芸として帝展

等にその基盤を定着させ,また多くの団体が誕生し,

新たを展開を示し。

その中にあって,本県の工芸作家には,香取秀真

(鋳金)津田信夫(鋳金)等の近代工芸の先覚者があり

後に続く作家として,戦前より常に新鮮を感覚と豊か

な技術に支えられた作品を発表し続けている土肥刀泉

(陶芸),宮之原謙(陶芸),山本正年(陶芸),信田洋,

(彫金),青木滋芳(染色),二日志保子(染織)等の諸氏

がいる。

本展においては,これら6人の作家に焦点をあて, それぞれの美の世界を広く公開するものである○

目 録

作家名 作品名

土 肥 刀 泉 壊 蜜 双 利 花 瓶

書 芸 花 瓶

膏 薬 一 輪 生

辰 砂 花 瓶

辰 砂 一 輪 牛

頭∴∴∴姿 花 瓶

粕 彩 花 瓶

宮之原 謙 象 巌 地 鉢

象巌磁サボテン黒和壷

緑 陰 大 皿

彩盛磁牡丹唐草大壷
山 本 正 年 瑞 光

均
均
印
青
窓

窯

窯

華
藍

生

生

生

生

生

花
花
花
花

文
相
花

作家名

信 田 洋

芳滋木青

子供志口二

美術を語る会 9月10日「現代工芸を語る」 金子 量重

印刷物 ポスター73×51.5 1500枚 目録 B 5 5000枚
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房総の美術家シリーズー7一

菅谷元三郎・円城寺昇展
会 期 昭和52年12月20日一昭和53年1月25日

展示点数 66点

入場者数 6,588人

房総の地は海と川に囲まれた自然環境と,首都に隣

接している地理的条件から,古来から美術家の訪れる

ところと有り,多くの名作の誕生地として知られてい

る。

この地に生れ,育ち,房総の自然と人生を肌で感じ,

ひたすらそれを追い求めた,菅谷元三郎と円城寺昇は

ともに昭和初期から第二次大戦前後の激動の時代に,

帝展,文展,日展を舞台として多くの作品を発表しつ

づけてきた。その作風は堅実を写実であって派手さが

ないことと,将来の大成を期待されるがら,戦後の混

乱期に世を去ったため,埋没した美術家とをろうとし

ている。

この作家の業績を,房総の美術家シl)-ズ7として,埋れた作品の発掘を通して顕彰するとともに,まだまだ

埋れている美術家の発掘をつづける足がかりとするものである。

作家名 作 品
菅
谷
元
三
郎風 景

肖 像 画

日 本 画(1)

日 本 画(2)

肖像画(はる)

肖像画(みつ)

肖像画(峰蔵)

肖像画(治兵衛)

消像画(衛治郎)

菅谷浅五郎先生

消 像 画

消 像 画

検見 川 風景

婦 人 像

老 人 の 像

母 の 像

母の像(習作)

自画像(習作)

風 景

好高 山 の 秋

出 品 目 録

作家名 作 品 名 作家名

菅谷元三郎 少 女(赤い服) 円城寺 昇

肖 像 画

風 景

支 那服 の 娘

幕 張 風 景

花

少 女

神 戸 風

沼 風

農 娘 二

円城寺 昇 崖

像

景
景

入

寮

体

中
像

瀬

岩

岩

岩
庭

の

女

人

裸
森
少
奥

30

景
村

田
景
御
物

風

習

岩

和

宿御
漁

十

風
杜
静

裸 婦

岩

杜

自 画 像

岩

少 女 像

父の像(峰松)

風 景(海辺)

堀 割

静 物

風 景



作家名 作 品 名 作家名 作 品 名

円城寺 昇 奥 入 瀬 円城寺 昇 静 物

肖 像 画 信 州 風 景

美術を語る会1月14日「菅谷元三郎・円城寺昇を語る」大須賀

印刷物 ポスター 73×51.5 1500枚 目録 B5 5000枚

文化庁提供

第1 1回現代美術選抜展
会 期 昭和53年1月29日へ2月17日

展示点数 73点

入場者数 7,523人

第11回を迎えた現代美術選抜展はタ 東京で毎年展覧

会を開く美術公募団体から推薦された受賞作品を中心

に現代美術の動向をひろく公開するため,文化庁が企

画した巡回展で 全国で4会場で本年度は四国の3県

と本館にて開催される。

ここにえらばれた作品をとおして,多くの方々が多

様化する現代美術をより深く理解していただければ幸

いでる。

なお,本県関係の出品者では,高畑郁子(日本画),

後藤紀男(日本画),石川三加代(洋画・・・本館友の会会員

・・・),山田和枝(洋画)の4名である。

出 品 目 録

川
柴
高
村
市
岩
榎
川
河
坂
土
濱

前
大
岡
菊
後
松

作 家 名

〈日本画〉

端 健 生

田 長 俊

畑 郁 子

松 秀太郎

野 龍 起

倉 寿

本

島

村

根

屋

田

田

一
郎
三
介
一
克
子

健
睦
源
克
礼
台
米

失 紀

本 弼憲子

川 三織子

藤 紀 男

本 哲 男

還
群
塔
予

山
サ

ベ

帽
暮
花
盛
北
夢
白
仲

綾

の

群

ス

爽

ン

カ

野

門

織

人

行

の子
れ

たう

い

巌

の

-31-

村
家
々

感

皇

女

チ

女
く
容
粧
岬
げ
花
秋

作家名 作 品 名

円城寺 昇 静 物

銚 子

力,白井 三郎

作 家 名

下
二王二

重司 炎

昭

二堅

保

岡

〈洋 画〉

石 川 三知代 青 い 樹

加須屋 万 美 Chureh -夢

藤 原 洋次郎 賢 者 の

山 本 博 康 夢 転

谷 口 昌 之 ’77-3

上

げ
一
欲
-

幻

か

中 島 隆 包む・ビニール・ N。V.

磯 村 敏 之 埋立 て の 工場敷地
森 田 六 男 二 人

中 村 晃 子 キ ャ ナ ル

広 川i 稜 子 び

藤 原 畔 遊 化 肖

堀 越 政 寿 五

奥 田 紘 試算 さ れ る 力

ん

像
名

ド

鬼 頭 嘩 ユ ー
ト ピ ア

上 田 敏 和 ボイラーのおいてある風景



作 家 名 作 品 名

米 原

熊 谷 邦

高根沢 政

寺 田 竹

土 岐 国

橋 本 房

松 井 正

伊 藤 清

伊 藤 正

工 藤 和

内 藤 定

波 打 栄

能 登 靖

渡 辺 啓

太 田 俊

山 田 和

絹 谷 幸

智
子
子
雄
彦
男
之
水
規
男
昭
光
幸
輔
伸
枝
二

マリ オ ネ ット の部屋

白

は

ア

三

女

ゲ

曙

ラ

神
-

風

市
女
堂
う

補
光

初 冬 の 海

千 手 堂

に わ と り を 売 る 大

塔

雪 の 朝

「座 標」 Ⅲ

闇 の 中 の 神 話

ア ンジェラ と蒼い空Ⅱ

寺 島 龍 一 二 人 の 肖 像

〈版 画〉

岡 部 和 彦 M E R V Ⅱ

天 野 純 治 EDGE77-E-2(ScreenFrottage)

EDGE77-E-5 (Screen Frottage)

作 家 名 作 品 名

坂 元 廣 範 3原色による“spread’’プラ

ン/“spread’’された3原色

吉 田 和 枝 Lebun 浜

竹 田 鎮三郎 この地上に生まれたもの

〈彫 刻〉

勝 又 豊 子 日 常 か ら の 逃 避

中 村 清 雄 (MNA & wOMAN)

猪 瀬 清四郎 拭 く 女

笹 戸 千津子 腰 を お ろ す 女

長 嶋 栄 次 ふ た り

鷲 崎 直 子 修 羅(OKANI)

子 恩 田 静 如 愛の終曲と生の始ま り

川 岸 要 吉 曙

神 戸 峰 男

佐 藤 助 雄

丹 羽 武 雄

恵 晋

裸
地
徴
収
浴
夜

印刷物 ポスター 73×51.3 1000枚 図録 24.4×18.3 500部 目録 B5 5000枚

一日本と外国33か国の心を結ぶ-

世界のこどもの絵展
会 期 7月26日-8月28日

展示点数170点

入場者数 9,662人

婦

風

風

差

後

刻

本館では,開館以来,日本の子どもの優れた絵を展観し,美術教育の振興の一助としてきた。

今回は,諸外国の子どもの絵も加え,同時代に生きる世界の子どもたちの生活環境や,地域風土による表現の

多様性を,発達段階に応じて展観し,各国の子どもの心を結ぶとともに,絵画はすする子どもの関心と,父母お

よび教育関係者等の理解を深め,美術教育の振興に寄与したい。

出 品 参 加 国

イ ギ リ ス スウェーデン タ ン ザニ ア 香 港 韓 国 グア テ マ ラ

フ ラ ン ス フィ ンランド イ ス ラ エ ル 台 湾 オーストラリア ド ミ ニ カ

ベ ル ギ ー 西 ド イ ツ アフガニスタン フ ィリ ピ ン カ ナ ダ エルサルバドル

デ ン マ ーク ス イ ス スリ ラ ン カ マ レ ー シ ア アメリカ合衆国 コ ス タリ カ

ノ ル ウ ェ
ー

イ タ リ ア ビ ル マ イ ンドネシア メ キ シ コ エク ア ド ル

チ リ コ ロ ン ビ ア ウ ル グ ア イ

印刷物 案内状 22.7×11.5 2000枚
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千葉県移動美術館
会 期 千葉県立上総博物館

昭和52年Il月2日へ13日

千葉県立安房博物館

昭和52年12月4日へ18日

展示点数 34点

入場者数

県立上総博物館1,,638人

県立安房博物館2, 755人

千葉県立美術館は,昭和49年10月に開館して以来,

郷土に関係のある美術家の再評価と顕彰を目的の一つ

として資料収集あるいは展覧会などを行をい,県民に

親しまれる美術館をめざし,千葉県の美術振興を図っ

てきた。このたびは,その一環として,より広く県民

の皆様にご鑑賞いただくために,本年から移動美術展

を行なうことに致しました。

今回は,本館が収蔵している作品の中から主として

房総に関係深い作品を中心に,洋画,日本画,書,工

芸,彫塑の5部門33点に加え,特別出品として,佐倉藩出身の浅井忠の作品「農婦」及び関連資料の一部を公開

することとした。

本展覧会は,県立の美術館と博物館が事業提携して,県立美術

館が所蔵している作品の中から,主として房総を主題とした作品

を中心に,洋画・日本画・書・工芸・彫塑の5部門33点に加え,

特別出品として佐倉藩出身の浅井忠の作品「農婦」とその関連資

料の一部を巡回展として公開し,郷土の美術家の作品をさらに多

くの県民に触れ合う機会を拡大して,観覧者各位の心の糧となれ

ばと企画したものである。

県立上総博物館
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県立安房博物館

出 品 目

作家名

〈日本画〉

石 井 林

田 岡 春

宮 取 風

島 多

若 木

岩 崎 巴

〈洋 画〉

浦

群
秋
安
闘

響
径
堂

郎

山

山

浅 井 忠 房

房

浪

乙

喜
治

雄

英

武

貞

鳥

橋

都

石
橋

図

魚

趣

女

牛

β

乙

虐

海

太

幽

う

浜
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〈特別出品〉浅井忠関係資料

農婦1902年(明治35年)制作 山狩図草稿 筑波日記 寒月・水仙 彩画初歩・中学習画幅 図案草稿「画吉祥

天」 図案草稿「扇面」 浅井忠使用絵具箱 工部美術学校時代写真 山狩図制作風景写真 弔詞及び弔電報

印刷物 ポスター1000枚 目録 B5 2折 5000枚
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第29回千葉県美術展
会 期 52年11月2日へ11月13日(12日間)

展示点数 1,491点

昭和52年11月2日

主 催 千葉県美術会・千葉県教育委員会・千葉県

本県の美術家の作品を広く紹介するとともに,県民

の美意識を高め,郷土美術文化の振興と情操の純化に

資するために開催するもので,日本画・洋画・彫塑・

工芸・書道の各分野を展示する。

出品度数

会 員 
一 般 出品点数 

日本画 67(72 271(206) 195)207) 

洋 画 162(150) 813(688) 466)449) 

彫 塑 41(44) 31(33) 72)76) 

工 芸 36(29) 114 (81) l17)96) 

書 道 160(162) 681(659) 641(619) 

計 466(457) l,910(l,667) 1,491(1,447) 

( )内は28回展

印刷物 ポスター 36.4×5l.2 1000枚

目 録 B5版44頁 3000部
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第9回千葉県高等学校芸術祭
美術 工芸・書道展

会 期 昭和52年11月19日へ11月27日(8日間)

主 催 千葉県高等学校芸術祭実行委員会

千葉県教育委員会

高等学校美術科,工芸科,書道科の一年間の平常授

業での成果と,課外活動での成果及び教員の研究作品

を展示し合うことにより,生徒は創作活動を刺載され

他校の情況を知り,教員は他校との比較で教育効果,

方法について研究することを直接に目指し,間接には

千葉県の芸術活動を昂揚することを目的とする。

参加状況

部 門 書 道 美術・工芸 計 

生 徒 68校 52校 120校 

教 員 
68校 14校 82校 

72名 14名 86名 

i 計 i136校 i

66校 i202校 

印刷物 ポスター 36.4×51.2 500枚

目 録 B5版14頁 2000部

昭手間2年度千葉県芸術祭

伝統を守る人々写真展

会 期 昭和52年11月19日へ11月27日(8日間)

展示点数 40点

古くからのくらしの中から,うけつぎ,鍛えぬいた

業を保持している方々を写真でとらえ,千葉県の文化

向上に賞するとともに,プロ写真家の秀れた作品を広

く県民に紹介する。
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●団体展

展覧会名 第4回全日本書の友会展 

内 容 等 会 期 展示点数 

全日本書の友会、一般の書の技術向上を目的 
52.4.12 

235 

とし、文化的意義を深める為の展覧会とした。 
-4.27 

第4回千葉工芸会展 

工芸における原点を考えながら、生活空間か 
52.4.26 

-5.6 85 
らをる造形性を各作家の専門的分野より創造 

し、技術の開発等の発表を試みた。 

歩 会 第 3 回 展 

彫刻の本流に基づいた作品を発表することに 
52.4.26 

-5.8 61 
より、県の美術文化に寄与することを念じて 

行った。 

千 葉 新 協 美術展 
県内に在住する会員の研究発表を目的とする。 

52.5.3 

103 

ものであり、油絵と水彩画を主に展覧した。 
-5.8 

二 科 千 葉 支 部展 

千葉県美術文化の発展と県民の情操文化の高 
52.5.10 

-5.15 773 
場につくすことを目的とし、支部会員及び一 

般公募やジュニア部の作品を発表した。 現代水彩画の確立と普及をめざす本会の主旨 

水彩連盟千葉支部展 

52.5.10 

へ5.15 36 
に従って、努力している県内同人の作品を展 

示した。 

基 の 県 展 

東洋画の心であり、国画としての水塞画を千 
52.5.17 

へ5.29 293 
葉県に普及し、広く芸術心を高める作品を発 

表した。 

第24回千葉県書道協会展 

一流一派に偏し老い総合的書道文化の向上を 
52.5.31 

-6.5 253 
めざすために展示し、半切以内の作品を表装 

して展示した。 

独立千葉在住者展 

気鋭に満ちた作品を発表し県民の美術愛好の 
52.6,14 

-6.26 105 
諸氏及び広く関東一円の方々のご高覧頂くた 

めに展示した。 
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展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

第5園子葉書壇秀抜点 
現代書道界の代表作品を一堂に集め、書道界 52.6.28 

281 の普及と振興をはかる へ7.3 

第1回千葉美術シ ン 

1.000号をこえる大作を含め、全国に公募した 
52.7.12 

257 

作品を集め、人間らしさとは、人間の生命とは 
ポジウム展&青枢展 -7.24 

という命題をもって絵画空間の創造をはかる。 

第3園児童合同美術展 

児童の自由をる美術能力の開発,および技術 
52.8.2 

へ8.7 905 

の向上をはかりをがら共に学び,人間性の根 

本的創造を豊かに伸ばすことを目的とした。 

第 2 回 子 ど も と 

造形教育の立場から絵画制作活動の結果を多 
52.8.16 

295 

面的を表現で発表し、創造性を伸ばし育てる 
教 師 の 作 品 展 へ8.21 

機会とした。 

明 る く 楽 し い家庭 
健全を家庭生活の普とその推進の一環として、 

52.8.16 

1.005 

県下小・中学生から作品を募集し展示を行い 
づく りポスター標語展 へ8.21 

優れた作品を発表した。 

第7回いてふ会彫刻展 

教職にある者が美術教育に専念する一方で、 
52.8.23 

へ8.28 47 

それぞれの制作に励み自からを磨いている成 

栗を世に問うものとして展示した。 

千葉市教職員美術展 

千葉市教職員の図工・美術教育の向上のため、 
52.8.23 

へ9.4 115 

教職員の資質の向上を図る目的で、彫塑、絵画、 

工芸の各作品を発表した。 

書道芸術院南関東展 

創立30周年記念書道芸術院理事作品移動展、 
52.9.6 

2.217 

白扇書道会第16回展、千葉県拓本展、書道芸 

術院南関束支局会員展を総会展示し、新しい へ9.11 

芸術の書を普及鑑賞の資とした。 

問 わ れ る 表 現 展 

抽象的を作品を制作しているグループの日頃 
52.9.13 

45 

の成果を発表し、抽象画の普及とともに、一 

般参観者の声を反映させ、今後の制作のかてと 
へ9.18 

したい。 
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展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

第 6 回写真千葉県展 

県内全写真人の創意・創作の意欲を燃やした 
52.9.13 

-9.18 249 

作品展で教養と文化の推進を図り、写真人の 

交流を深めた。 

千 葉 新 家 展 

現代美術の方向をめざし、平面作品を中心に 
52.9.20 

-9.25 31 

立体作品をまじえ、自由を芸術活動を理想に 

かかげ、大垣を研究・実験の場とした。 

文化書道千葉県連合会展 

児童生徒の書技向上、情操教育を助長しをが 
52.9.20 

783 

ら正しい教育的、実用的書風を主として、芸 

術性のある文字を書くことを目的として展示 へ9.25 

した。 

モ ダ ン ア ート 協会 
中央で活躍している県在住美術作家が、県内 

52.9.20 

42 

でも発表することが県美術界にとって望まし 

千葉県在住作家展 いため、絵画、彫刻、版画、デザイン等各部 -10.2 

門の作品を展示した。 

第24回勤労者美術展 

県内勤労者が余暇を利用して創作した美術品 
52.9.27 

-10.2 223 

の発表の場を提供することによって文化的教 

養の向上をはかった。 

第9回ファンシー洋画展 

会員各自が多くの人々に作品を鑑賞頂き、謙 
52.9.27 

へ10.2 105 

虚に批判を受け、以後の制作活動のかてとす 

るたぬに発表した。 

千 葉 市 水 墨 画 
水墨画のより一層の振興と向上をはかるため、 

52.9.27 

478 

同好者による連合会展で広く県民の鑑賞の場 
同 好 会 連 合 会 展 ー10.2 

をつくった。 

第7回新構造千葉支部展 

新構造の存在を明確にしながら、同好の士に 
52.10.4 

-10.10 156 

発表の場を提供するとともに人材発掘の場と 

もした。 

千 葉 77 展 

自由で、新らしい表現を志向する作家集団とし、 
52.10.4 

171 

個展形式で発表した。現代美術の新鮮を風を 

求め絵画・版画・陶芸や立体表現等の作品を ー10.13 

展示した。 
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展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

千葉市小中学校 児童生徒作品総合展 

図工、美術、技術、家庭、理科、書写、特殊 
52.10.15 

-10.20 4.000 教育、学校園等の作品展を行うことにより、 

教育的質の向上をはかった。 

千葉県大学美術連盟展 

絵画、彫塑などの美術を媒体として親睦をは 
52.1l.29 

ー12.4 165 

かりをがら、研究活動の集大成を多くの方々 

に批評していただき、活動のよりどころとした。 

第22園子 ど も 県展 

次代をにをう児童・生徒の情操教育に役立つ 
52.12.6 

へ12.18 4.454 

とともに創造性を高める。ために、多くの作 

品を展示し、要望にこたえた。 

第 三 文 明 展 
洋画、日本画、彫刻、工芸、書の5部門の総 52.12.20 

237 合美術展として、広く芸術性を世に開いた。 へ12.25 

第 43 回 登 龍 社 
小・中・高と各学年ごとに課題を決め、日本 

53.1.6 

230 

古来の伝統ある書初を展示し文化の向上をは 
・宮 坂 会 書 初 展 -1.8 

かった。 

昭和52年度千葉大学教育 
千葉大学教育学部書道科の卒業制作展今年度 

53.1.17 

50 

の卒業生を主として、書道を専攻した成果を 
学部書道科卒業制作展 ーl.22 

発表した。 

昭和52年度千葉大学教育 
美術の各分野にわたって四年間の勉学の成果 

53.l.24 

35 

を発表し、指導を受けることを目的として展 
学部美術科卒業制作展 へ1.29 

示したい。 

第 30 回 千 葉 県 
書初を通じて書道習字教育の振興をはかる日 

52.1.31 

581 

的で、応募者約25万人の中より優秀作品を一 
小・中・高校書初展 -2.5 

堂に集めたものである。 

日本習字千葉県書道展 
幼児から成人にわたって、正しい文字、美し 53.2.8 

2.347 い文字の習字の習字教育の普及をはかる -2.12 
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展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

子 供 造 形 展 
干葉美術アカデミー造形教室展で幼児童の作 53.2.21 

548 品の発表の場とした。 へ2.26 

第3回干葉県民写真展 

写真文化の向上をはかる目的で、全県下のア 
53.2.21 

へ3.5 367 

マチュアカメラマンを対象に公募もし、広く 

展覧した。 

習 美 会・新 春 展 

習志野市に在住、勤務する人達を中心とした 
53.2.28 

へ3.5 248 

美物作品展として、親しまれた展覧会とした 

い。 

第 9 回 千葉市民展 
市民文化の向上を図るために、市民から公募 53.3.11 

950 した展覧会を企画した。 へ3.26 

第25回書星辰教育部展 
小・中・高校生を対象とした条幅作品の展示 53.3.28 

l,221 をし、制作意欲の向上を図る展覧会である。 -4.2 
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教育普及

美術普及室の開設

本館では広く県民に美の広場を提供してきたが,さらに美の生活化を目ざして直接触れ

合いのできる場を4月10日に美術普及室として開設した。

館の正面入口から最も近い第六室を改造し,図書・展示"談話・集会・情報コーナーに

区分し,常時館員が相談に応ずるようサービスに努めている。

美術の専門研究から展覧会等の催物まで 美術のことをらをんでも自由に話し合いと

習ができるよう心掛けていまる。

各コーナーの割役りは次のようにをっている。

・図書コーナー 世界の美術全集や辞書をど美術の基本図書や雑誌・新聞等美術知識を学

べる図書を備えて,自由に閲覧することができる。

・展示コーナー 美術作品以外の参考資料を展示してある。

・談話コーナー 利用者がお互いに自由に話し合い,また美術相談に応ずる場であり,ソ

ファーを置き見学者の休息もできる。

・集会コーナー 友の会や団体見学者等に利用いただくため,机・腰掛を置き,オリエン

テーションや小規模を会合に使える。

●情報コ‾ナー 壁面を利用して・各地の展覧会等の催物のポスターや,情事臣の収集・整

理をして,質問に応じたり,美術団体等との連絡を密にする場とをって

いる。

美術館の目標である「みる・かたる・つくる」を実現させるため,第三期工事で美術普

及棟が完成するまでの期間とりあえず業務を開始した。

4月10日の初日からすでに1カ年がたとうとしといるが,多くの方々が利用され,お母

さんが美術全集を広げて,お子さんに教えている姿・催物の期日を手帳に書きこむ方・昼

食時の休憩を利用して雑誌に目を通す事務服の娘さんをど,美術普及室の必要性を実感と

して捉えることができる。皆さんのご意見もとり入れをがら,愛され喜ばれる室に育てて

いきたいと思う。

普及室内部 利用風景
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講 演 会

「なぜ漁民を描くか」

講師 渡辺 学氏

期 日 昭和53年7月16日

渡辺さんの生い立ちと当時の銚子の様子を絡ませな

がら,多感を少年時代,そして中学校時代,美術学校

時代と話されていく中に,絵に対する情熱をひしひし

と感ずるのであった。

漁民を描くことは,思想というよりも自然の生活か

らごく自然に生まれたものであり,漁場の人々の野

性的を遣しいエネルギーが郷土銚子の歴史を作ってい

るならばこれを記録したいと思うところが原点と在っ

ている。芸術が特別を観念からつくられるものでをく

あらゆる分野に係わりある人問として,真実を基礎に創造され,それが作家の生きることにつをがっていくこと

を,又そのような生活姿勢しか老いということを,つくづくこの漁場の人々に教えられた。私のような画家もま

た一個の人間として,真実を見きわめる作家が大切であること。そして,その真実を見きわめる作業が結局,絵

を描くことでしかをく,漁場の人々を繰り返し描くのことにつながっていると述べている。

そして,自分自身の眼でとらえ漁場の記録を描こう,記録画として残そう,その記録はあくまでも自分がみて

考えたものでしかないのだが,しかし少なくとも他の土地から来た人間よりは,真実にいくらかでも近いものが

描けるのではないか。と結ばれた。

美との巡りあい -残照から唐招提寺障壁画まで-

講 師 東山魁夷氏
期 日 昭和53年3月18日

この講演会は,特別展一残照から唐招提寺障壁画ま

で-東山魁夷展の開催に伴う記念事業の一環として,

千葉県美術会の後援により行われたもので,この日,

市民会館には開館一時間前から熱心を方々の列が続き

開館まもをくホールの客席は,千人の聴講者で満席と

をっを。

この講演会聴講者は, 2風20日までに申込まれた約

2000人の中から抽選によって得た人々で,入場券を,

中には,五か月も前より申込んだ人もあった。

氏は,絵画は無言の芸術であり,作品とそれを見る人との間に交わされる言葉でをい会話であると前置きされ

私の画業は「残照」から「唐招提寺障壁画」の間に凝縮されている。 「残照」は画家として認められた作品であ

り「唐招提寺障壁画」は30年の画業の集大成である。美術学校卒業後の長い間の暗中模索の時期,母や兄弟をを

くした生涯のどん底,悲しみを味わいつくし,将来の希望のもてをい私は, 21年の冬,鹿野山の九十九谷を眺め

ていると自我が消滅して,あるいは心が澄んで自然と自己とが生命を共有するもののように思えた。冬枯れの悲

しい山々その寂蓼が私の心にむしろ安らぎを与えてくれた。九十九谷の実景と昔歩いた甲州・信州の山々を二重

写しにして生まれた作品が「残照」である。そして30年の間に,北欧風景画,京洛四季,白馬の見える風景等そ

して唐招提寺障壁画を描いてきた私の歩みを辿ってみると,「残照」が根底に曇っており「遍歴」と「回帰」「あこがれ」

と「郷愁」のくりかえしのように思えると語られた。
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講習 会
「みる・かえる・つくる」の活動の一環として昨年

度より始めたが,引続き本年も行った。

(1)千葉を描く
期 日 昭和52年5月22日

詰 師 千葉大学教授 海老沢厳氏

参加者数 40名

内 容 風景画の基本的を描き方から,対象の

とらえ方と表現力の向上をはかろうと

するものである。

(2)人物画の基礎から着彩まで

期 日 昭和52年7月23日へ7月24日

講 師 千葉大学助教授 太田 洋三氏

参加者数 40名

内 容 人物画を始めるための心構えや,その

基本技法,水彩えのぐによる着彩の仕

方等,作画の実際にそくして,初心者

でも楽しく学べる人物画の入門静座で

ある。

(3)木版画 下絵か“ら摺りまで-

期 日 昭和53年1月18日へ2月19日

講 師 版画家 星 嚢 一氏

参加者数 40名

内 容 初心者向きの木版画入門講座として下

絵のつくり方から摺りまでの基本的技

法等,制作実習を通して楽しく学べる

実技静座である。

洋画実技講座

千葉港を描く

友の会との共催で行われたもので,美術館の `’っくる’’活動の一つとして制作の楽しみを味わいをがら,年間

を通じ初心者を含めて系統的を実技指導を行うものである。

講講 師 千葉大学教授 武内 和夫氏

受講者数 40名(各回同一人)

日程及び講習内容

回 月 日 講 習 内 容 

l 4.10 石膏像によるデッサン 

2 5.20 ケ 

3 6. 5 モデルによるコスチュームデッサン 

4 7. 3 
ノウ 

5 9. 4 裸婦油絵 

6 9.11 裸婦油絵 

7 10. 2 風景写生 港周辺 

8一 11. 6 室内静物の写生 

9 12. 4 モデルによるコスチューム油絵 
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美術を語る会

美術普及事業の一環として,美術一般に関する問題をテーマに語り合い』の中から,作家や作品をはじめ各

国の美術館等についての知識や理解を深める談話会「美術を語る会」を定期的に開催し・ “美の広場’’の充実を

はかることに意義づけている。

第1回 52年5月14日

話題提供者 本館副館長 高橋 在久

テ ー マ 浅 井 忠

日本近代洋画界の先駆者「浅井忠」の幼年時代,工

部美術学校時代,明治美術会時代,フランス留学時代

京都時代にみられる画業への情熱と作品をとおして,

今日の美術界に残したその業績を知ることができた。

第2回 昭和52年7月9日

話題提供者 本館協議会委員 遠藤 健郎氏

テ ー マ 海と湖沼展をみて

特別展「海と湖沼展」の開催にともをい,自然との

対話の結晶を通し,海と湖沼に托された作家の情念や

自然美の再発見と多様な心象表現について理解を深め

る。

第3回 昭和52, 9月10日 52年

話題提供者 大妻女子大学講師 金子 量重民

テ ー マ 現代工芸を語る

企画展房総の美術家シリーズ7 「現化工芸六人展」

の開催にともをい,多様化する現代工芸の技法や作品

等についての知識や理解を深める。

第4回 昭和52年11月12日

話題提供者 県立中央図書館副館長 平野 馨氏

本館副館長 高橋 在久

テ ー マ 世界の美術館・博物館見てある記

欧米諸国訪問の話題をもとに,国内はもちろん諸外

国の美術館・博物館の特色や名作・名品をどについて

知識や理解を深める。

第5回 昭和53年l月14日

話題提供者 彫 刻 家 大須賀 力氏

菅谷元三郎の縁者 白井 三郎氏

テ ー マ 菅谷元三郎・円城寺昇を語る

企画展房総の美術家シリ二ズ7 「菅谷元三郎・円城

寺昇展」の開催にともない,この二人の画業や作品,

房総の美術のとかかわりをどについての知識や理解を

深める。

第6回 昭和53年3月11日

話題提供者 筑波大学教授 桑原 住雄氏

テ ー マ 東山魁夷の人と芸術

特別展へ「残照」から唐招提寺障壁画まで-東山魁

夷展の開催にともない,現代日本の芸術界を代表する

日本画家東山魁夷の画業や作品について理解を深める。
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第1回美術館夏季大学一美術入門講座-

“みる・かたる・つくる・・美の広場をめざす,千葉県立美術館では,美術普及活動の一環として・「美術を見る

眼」を養うため,日本の美術の歴史的を推移や多様化した現代美術などの理解を深める学習講座「美術館夏季大

学」を開設する。

今回は,日本近代絵画,彫刻の流れとその時代に代表される作品の見かたや,さまざまな表現様式をもって展

開される現代美術の動向の理解を課題に開講する。

日 時 昭和52年8月5日へ8月6日

参加者数120名

内 容

講 師 課 題 

8 村木 明 ・近代絵画の歴史 

月 (武蔵野美術大学教授) と見かた 

5 佐々木 直比古 ・近代日本画の歴 

日 (山種美術館学芸部長) 史と見かた 

i8 月 

弦田 平八郎 ・日本近代彫刻の 

(神奈川県立美術館学芸 歴史と見かた 

課長) 

6 日 i 

・現代美術の動向 桑原 住雄 

(筑波大学教授) と見かた 

見 学 会

友の会と共催で行われ,文化財や美術品をたずねを

がら同好の親睦を深めるものである。

(1)上総の美術・文化財を訪ねる
期 日 昭和52年5月8日

参加者数100名

初夏まことにさわやか毒口,神野寺,

九十九谷,県立上総博物館,金鈴塚遺

跡保存館を訪ねた。

(2)水戸・笠間に歴史と美術を訪ねる
期 日 昭和52年10月29日へ10月30日(l泊2日)

参加者数 50名

晴天に恵まれた二日,水戸市の僧楽園

茨城県立歴史館,茨城県立美術博物館

日動笠間美術館,笠間稲荷を訪ねると

ともに,笠間焼きの絵づけもした。
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「みる・かたる・つくる」

千葉県立美術館報の発行

VOし.4Nol (52.5.10発行8頁)

目次●観潮台

・私の公立美術館論(I)

・美術普及室の開設

・ 《美の根〉

・展覧会案内

・新収蔵作品紹介

・お知らせ

・日誌抄

VOし.4No3 (52.11.10発行8頁)

目次・観潮台

・浅井忠の原風景

・房総の美術家シリーズ7

「菅谷元三郎・円城寺昇展」をまえに

・ 「海と湖沼展」アンケートより

●入館者30万人突破

・ 〈美の根第

・本館企画の展覧会案内

・新収蔵作品紹介

・トピックス

・伝言板

・談話コーナー

・関博協研究会本館にて盛大に開催

・お知らせ

・日誌抄

VOし・4No2(52.8.10発行8頁)

目次・観潮台

・私の公立美術館論(Ⅱ)

・本館初の巡回展

一千葉県移動美術館へ

・すすむ普及事業

・特別展「海と湖沼展」をかえりみて

・ 〈美の根〉

・展覧会案内

・新収蔵作品紹介

・トッピクス

・お知らせ

VOし・ 4No・4 (53.2.10発行8頁)

日次・観潮台

・東山魁夷展を迎えて・

・旅と作品へ「晩照」を中心としてへ

・東山魁夷展の全貌

・本館企画の展覧会案内

・新年度の各種講座あんない

・トピックス

・伝言板

・談話コーナー

・ヨーロッパの印象

・お知らせ

・日誌抄
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友の会(葉美会)

(1)運営方針

① “みる・かえる・つくる’’美術館活動に積極的参

加の促進

(②会員加入の促進(目標l,000名)

(①美術館普及棟の建設促進

(2)組 議

人数 会員数 838名

名称 千葉県立美術館友の会役員

●干葉県立美術館友の会役員

職 名 氏 名

名誉会員 松 戸 節 三

会 長 鈴 木 民 三

副会長 市 原 正 夫

ク 永 田 澄 子

〃 江 尻 幹 雄

事務局長 大 里 功

監 事 始 関 妙

ヶ 三 宅 寿美子

理 事 安 田 博 亮

ケ 新 城 瑠璃子

ク 田 中 環

〃 押 尾 禎
一

々 平野野 元三郎

〃 村 上 十 青

々 大 藤 敏 美

評議員 新 城 瑠璃子

ケ 大 高 鐘 蔵

ケ 木 内 俊 雄

ケ 安 達 園 子

〃 仲 田 茂 房

ケ 永 田 澄 子

ク/ 三 宅 寿美子

〃 押 尾 禎 一

ケ 大 藤 敏 美

分 担

業

睦
務

報
睦
務

事
親
総
広
親
総

総

業
報

睦
業

睦

事
広

親
事

親

職 名 氏 名

評議員 高 橋 喜一郎

ク 藍 野 正 和

〃 酒 井 千代子

ケ 日 暮 幸 子

ケ 松 本 康 雄

ク 西 田 裸

ケ 大 塚 輝 子

ク 下 田 祐 子

ケ 加 藤 信 子

ヶ 長谷川 芳 衛

〃 近 藤 愛 子

ケ 日 下 めぐみ

ク 香 川 美智子

〃 湯 浅 幸 一

〃 植 村 真 子

ケ 称 美貴校

ク 中 村 綾 子

ヶ 小 室 守 一

ケ 戸 部 艶 子

(3)事 業

①友の会報(しおさい)の発行および,講演会,講

習会,美術を語る会,見学会を本館と共催で行っ

た。

②第2回美術館友の会作品展

会 期 昭和52年11月29日へ12月11日

展示点数173点

実技講座での作品や家事や勤務の合間に制作した

苦心の力作を持ちより,“つくる’’活動かぢ`みる’’ ・

``かたる’’活動を通して,美術愛好者の親睦を深め,

楽しさを分かう合う機会とする。
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友の会だより

「しおさい」の発行

No.8 (52.6.10発行6頁)

目次・基礎からしっかりと

へ洋画実技講座始まるへ

・五月晴れの上総路を行く

へ第4回友の会バス旅行へ

● ミニミ二・ニュース

・遠足のコースに県立美術館をご活用ください

・県民と美術館を結ぶパイプ役に

-会長あいさつへ

・展覧会あんをい

・お知らせ

No.9 (52.8.10発行6頁)

日次・ 「海と湖沼展」を見て

・酷暑ものから、美を追求

● ミニミ二・ニュース

・会員だより

・衝で美をひろう(l)

・展覧会あんをい

・お知らせ

N。・10 (52.11. 22発行6頁)

目次・芸術の秋「県展」ひらく

・常陸に秋と美をさぐる

へ第5回友の会バス旅行へ

・ミニミ二・ニュース

・会員だより

・街で美をひろう(2)

・洋画実技講座だより

・展覧会あんない

・お知らせ

N。・11 (53.2.22発行6頁)

目次・創作の喜び「友の会作品展」

・優雅にして詩情豊かを東山芸術

・ミニミ二・ニュース

・会員だより

・展覧会あんない

・お知らせ
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昭和52年度事業一覧

月 本館企画の展覧会 普 及 事 業 団 体 展 

4 5 6 7 8 9 

10 26 1 3l 5 

常設房総の美術家 ー近代美術のiO人- 特別展 

・洋画実技講座(4/10) ・見学会(5/8) ・美術を語●る会(5/14) 第4回全日本書の友会展 (4/12-4/27) 第4回千葉工芸会展 (4/26-5/6) 歩会第3回展(4/26へ5/8) 千葉新協美術展(5/3-5/8) 二科千葉支部展(5/10-5/15) 水彩連盟千葉支部展 

・洋画実技講座(5/20) (5/10へ5/15) 

・講習会(5/22) ・洋画実技講座(6/5) ・洋画実技講座(7/3) 

墨の県展(5/17-5/29) 第24回千葉県書道協会展 (5/3l-6/5) 独立千葉在住者展(6/14-6/26) 第5回千葉県書壇秀抜展 

! 海と湖沼展 6 世界の子どもの絵展 8 

(6/28-7/3) 

・美術を語る会(7/9) 第1回千葉美術シンポジウム展& 
育枢展(7/12-7/24) 

・講演会(7/16) 第3園児童合同美術展 
(8/2-8/7) 

・講習会(7/23-7/24) ・夏季大学(8/5へ8/6) 
第2回子供と教師の作品展 (8/16-8/21) 「明るく楽しい家庭づくり」ポスタ ー・標語屡(8/16-8/21) いてふ会彫刻展(8/23へ8/28) 

美術入門講座 ・洋画実技諮座(9/4) ・美術を語る会(9/10) 

千葉市教職員美術展 (8/23-9/4) 書道芸術院南関東展 (9/6-9/11) 問われる表現展(9/13-9/18) 第6回写真千葉県展 (9/13-9/18) 

常設 房総の美術家 千葉新家展(9/20へ9/25) 文化書道千葉県連合会展 

1。l‾新収蔵作品展‾ 房総の美術家シリーズ6 現代工芸六人展 

(9/20-9/25) モダンアート協会千葉県在住作家展 

(9/20-10/2) 
・洋画実技語座(9/11) 

第24回千葉県勤労者美術展 (9/27へ10/2) 第9回ファンシー洋画展 (9/27-10/2) 千葉市水墨画同好等角譜。/2) 
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月 本館企画の展覧会 普 及 事 業 団 体 展 

10 11 12 1 2 3 

房総の美術家シリーズ6 

・洋画実技講座(10/2) ・見学会(水戸・笠間方面) 

第7回新構造千葉県支部美術展 

現代工芸六人展 16 0常設房総の美術家 一新収蔵作品展- ::撃警護 1常設房総の美術家 

(10/4-10/10) 千葉77展(10/4-10/13) 千葉市小中学校児童生徒作品総合展 (10/15へ10/20) 第29回国県展 

(10/29-10/30) (11/2へ11/13) 

・洋画実技講座(11/6) 第9回千葉県高等学校芸術祭 

・美術を語る会(11/12) ・洋画実技講座(12/4) ・美術を語る会(l/14) ・美術を語る会(1/14) ・講習会(2/18-2/19) ・美術を語る会(3/ll) ・講演会(3/18) 

美術・工芸・書道展(11/19-11/27) 昭和52年度千葉県芸術祭写真展 (11/19-11/27) 千葉県大学美術連盟展 

(ll/29-12/4) 美術館友の会作品展 (11/29-12/11) 第22回こども県展(12/6へ12/18) 

5 5 房総の美術家シリーズ7 

第3文明展(12/20-12/25) 第13画賛龍社・宮坂会書初展 

(1/6-1/8) 

菅谷元三郎・円城寺昇二 昭和52年度千葉大学教育学部書道科 

大屋 
卒業制作展(l/17へ1/22) 昭和52年度千葉大学教育学部美術科 

5 

卒業制作展(1/24-1/29) 

常設 房総の美術家 第30回千葉県小中高校書初展 

9一収蔵作家20人展- 文化庁提供 

(1/31-2/5) 日本習字千葉県書道展 

(2/8-2/12) 

第11回現代美術選抜展 子供造形展(2/21-2/26) 

9 4 特別展 ー残照から唐招提寺障壁画 東山魁夷展まで‾ l 

第3回千葉県民写真展 (2/21-3/5) 留美会新春展(2/28-3/5) 第9回千葉市民美術展 (3/11へ3/26) 書星展教育部展(3/28-4/2) 
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利用状況
開館以来、入館者総数を調査してきたが、 4年目を迎え今後の運営ならびに普及方針を検討するために、 9月よ

り地域別、種別入館考 査を行った。その結果は、下記の通りである。
昭和53年3月31日現在

昭和52年度入館者一覧表 (52. 41へ53. 3. 31)

種 i」 月 開館 日数 

個 人 団 体 

人数 合計 

備 考 

一般成人 大・高生 中・′小生 
一般成人 大・高生 中・′」 生 

人 数 国数’ 人数 国数 人数 国数 

4 

口 

人 4.757 

ノヽ 

ノヘ 1.324 

人 

3 

人 

2 へ 83 2 

へ 

21 396 89 82 6.731 

5 26 7.877 798 2.040 208 6 0 0 307 4 11.230 

6 26 3.588 330 863 235 7 47 1 247 3 5.310 

7 27 5.544 50l l.586 93 2 55 1 51 2 7.830 特別展「海と湖沼展」 

8 26 5.625 576 1.650 213 3 0 0 45 2 8.109 

9 26 5.892 645 l.601 173 5 0 0 190 1 8.501 

10 18 6.824 222 4.977 359 9 279 l 694 11 13.355 

11 21 12.235 1.310 3.006 436 11 575 6 155 4 17.717 県 展 

12 22 7.008 320 3.643 410 13 98 2 200 6 11.679 

53年 1 

24 2.703 503 800 167 6 0 0 21 l 4.194 

2 16 4.396 245 2.209 92 3 28 1 0 0 6.970 

3 27 40.786 3.714 5.326 510 13 36 1 753 10 51.125 特別展「東山魁夷展」 

計 280 107.235 9.560 29.025 2.985 81 1.200 15 2.746 46 152.751 

累計 946 396.696 

地域別入館者状況

種別 開館日数 県 内 県 外 そ の 他 

月別 (円) 千葉市伏) その他の県内伏〉 東京都い) その他の県外 外 国人) 不 明い) 

9 26 4.747 2.915 232 119 6 482 

10 18 11.273 1.802 108 41 0 131 

11 21 9.944 6.757 361 152 0 503 

12 22 5.272 5.709 135 44 0 519 

1 24 2.427 1.336 169 73 33 156 

2 16 3.916 2.745 98 77 2 132 

3 27 5.384 4.855 558 438 6 39.884 

計 154 42.963 26.119 1.661 944 

47 41.807 

4l.854 

割合(%) 37.8 23.0 1.5 0.8 36.9 
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日 誌 抄

4月10日 常設「房総の美術家」始まる。美術普及室

が開設される。

21 友の会総会

5月8日 友の会主催見学会(上総方面)

14 「美術を語る会」開催

19 千葉県博物館協会総会

20 美術館協議会開催

22 第1回実技講座「千葉港を描く会」開催

26 山梨県美術館準備室より

6月10日 東京電力株式会社より庭園樹木寄贈される

23 神奈川県立博物館より美術普及室を視察に来館

7月1日 特別展「海と湖沼展」始まる

9 美術を語る会開催

16 講演会「なぜ漁民を描くか」渡辺学氏。

18 30日まで博物館実習を行なう。実習生5名

20 埼玉県立博物館来館

21 美術資料評価委員会開催

23 第2回実技講座開催

31 安嶋文化庁長官特別展視察

8月5日 常設展第2期はじまる第1回夏季大学開催

31 第2回県博協役員会開催

9月10日 現代工芸六人展はじまる 美術を語る会

開催

16 山梨県財政課来館

20 51年度年報刊行する

27 鹿児島市立美術館来館

30 東京国立文化財研究所松原庶務課長黒田清

輝展打合せのため来館

10月11日 第1回美術館協議会開催

13 関東地区博物館協会研究会開催

木村賢太郎「立像」玄関前に設置される

22 県展作品搬入はじまる

29 友の会主催見学会(水戸笠間方面)

11月1日 ライオンズクラブよりクリーンボックス,

5個寄贈される

2 第29回県展はじまる

3 千葉県移動美術館開く(於県立上総博物館)

5 千葉県緑化推進委員会より樹木が寄贈される

6 洋画実技講座開く

12 美術を語る会開催

21県文教常任委員,本館を視察

12月4日 千葉県移動美術館開く(於県立安房博物館)

12月18日 山梨県立美術館建設準備室より来館

20 菅谷元三郎・円城寺昇展開く

1月14日 美術を語る会開催

20 千葉南ローダ)-クラブより樹木寄贈され

る

29 第11回現代美術選抜展開く

2月3日 和歌山県立近代美術館来館

13

15

17

19

21

23

28

3月3日

4

7

9

10

11

15

18

21

23

27
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富山県教育委員会来館

長岡市美術会来館

奈良県立美術館・熊本県立美術館来館

美術館協議会「現代美術選抜展」終了

版画実技講座開く 工事のため臨時休館

(2月26日まで)

富山県教育委員会来館

美術普及棟設置研究会

葵城県立歴史館・岩手県教育委員会来館

浅井忠像建設世詩人会

「東山魁夷展」レセプション

特別展「東山魁夷展」開く 映画会を開く

横山大観記念館・来館 県博協学芸職員研

修会

東京国立文化財研究所来館

初めて夜間公開を行う

鳥取県立博物館長来館

美術を語る会開催

浅井忠像建設世詩人会

千葉市民会館にて東山展記念講演会を開く

東山魁夷氏と西ドイツ在日観光協会事務所

長御夫妻来館

弘前市立博物館・東京都美術館長来館

宮城県東京事務所長来館



関係令規

1.博物館管理規則

昭和45年12月25日教育委員会規則第22号

目 的

第1条 この規則は、教育機関設置条例(昭和32年

千葉県条例第4号)第20条に規定する博物館(以

下「館」という。)の管理に関し必要を事項を定め

るものとする。

(開館時間)

第2条 館の開館時問は、午前9時から午後4時30

分までとする。

2.館の長(以下「館長」という。)は、必要がある

と認めるときは、前項の規定にかかねらず、開館

時間を変更することができる。

(休館日)

第3条 館の休館日は、次のとおりとする。
一 定期休館日 月曜日(その日が国民の祝日に

関する法律(昭和23年法律第178号)第2条に

規定する日に当たるときは、その翌日)

二 国民の祝日に関する法律に規定する日

三 年始休館日 1月1日から1月4日まで

四 年末休館日12月26日から12月31日まで

五 臨時休館日 特別の事情により、館長が休館

を必要と認めた日

2.前項の休館日であっても、館長が特に必要と認

めた場合は、館の全部又は一部を開館することが

ある。

(入館の制限)

第4条 館長は、次の各号の一に該当する者に対し

て入館を禁じ、又は退館を命ずることができる。
一

特別展覧会を観覧しようとする者で、所定の

観覧券を所持しをいもの

二 適当な指導者、保護者又は付添人のない6歳

に満たをい老

三 でい酔者、伝染病患者その他観覧者に不快の

感を与えると認められる者

(観覧券等)

第5条 館の特別展覧会観覧券は、別記第1号様式

とする。

2.団体(20人以上の場合をいう。)で観覧しようと

するときは、あらかじめ団体観覧申込書(別記第

2号様式)により、館長に申し込ま老ければならな

い。

(禁止行為)

第6条 入館者は、次に掲げる行為をしてはをらをい。

一 展示品に手をふれること及び展示室でインク、

墨汁類を使用すること。

二 許可なくして展示品を模写し、又は撮影する

こと。

三 所定の場所以外の場所において喫煙又は飲食

すること。

四 その他他の入館者の妨げになるようを行為を

すること。

(損害の賠償)

第7条 館長は、入館者が館の展示品、建物若しく

は備品等をき損し、又は汚損したときは、現品又

は相当の代価をもって弁償させることができる。

(委 任)

第8条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育

長の承認を得て、館長が定める。

附 則

この規則は、昭和46年1月15日から施行する。

別記様式(省略)

2.使用料及び手数料条例(抜粋)

昭和31年3月31日条例第6号

(趣 旨)

第l条 県が徴収する使用料及び手数料(以下「使

用料等」という。)に関しては、別に規定するもの

のほか、この条例の定めるところによる。

(使用料等の徴収)

第2条 県が所有し、又は管理する行政財産及び公

の施設(以下「財産等」という。)の使用並びに特

定の個人のためにする事務(以下「事務」という。)

に関し、法令及び他の条例に規定するもののほか、

当該事務を依頼しようとする者から手数料を徴収

するものとする。

(種類及び額)

第3条 前条の規定により使用料等を徴収する財産

等及び事務の種類並びにその使用料等の額は別表

第一に掲げるとおりとする。

(中 略)

別表第一(第3条第l項抜粋)

財産又は 事務の種類 

手数料 区 分 単 位 額 

博 物 館 入場料 特別展覧会 
1人l回 300円 

に つ き 以内 

(以下略)
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3.展示室使用料

昭和50年4月1日千葉県教育委員会指示第71号

l.千葉県立美術館展示室の使用料については、使

用及び手数料条例第5条第3項に基づき減免する

こととし、当分の間次表のとおりの額とする。

室 名 面 積 

使 用 料 

午前9時から午後5時まで 

観覧料無料、 観覧料有料又 
展示物販売を は展示物販売 
しか\場合 をする場合 

第一展示室 438nf 4,000円 左の倍額 

第二展示室 400 4,000 
〃 

第三展示室 469 4,500 
〃 

第四展示室 403 4,000 
ク 

第五展示室 824 8,000 
〃 

第六展示室 330 3,000 
ケ 

第七展示室 567 5,500 
〃 

全 室 3,431 33,000 
ケ 

ただし、県及び県教育委員会が共催か\し後援す

る場合並びに国又は他の地方公共団体の主催をい

し共催する行事に係る使用の場合は無料とし、そ

の他県教育委員会教育長が特に教育的文化的意義

を認める行事に係る使用の場合は上記の半額とす

る。

2.千葉県立美術館展示室の使用の許可に関する取

扱いは、別紙「千葉県立美術館展示室の使用許可

に関する取扱要綱」によるものとする。

●千葉県立美術館友の会会則

(名 称)

第l条 本会は、千葉県立美術館友の会という。(略称、葉美会)

(事務所)

第2条 本会は、事務局を千葉県立美術館内におく。

(日 的)

第3条 本会は、千葉県立美術館(以下「館」という。)の活動に協

力し、楽しいふんい気のなかで、教養を豊がこし、美術文化の

向上をはかり会員相互の親睦を深めることを目的とする。

(事 業)

第4条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業をねこをう

1館の展覧会の見学鑑賞 2 講演会、講習会、研究会等

3 館外見学会 4 機関紙等の編集刊行

5.その他目的達成に必要を事業

(会 員)

第5条 本会は、会の目的に賛同するものをもって組織する。

1.会員には次の特典がある。

①鯖の主催又は共催による展覧会観覧の優待

②美術館報「みる・かたる・つくる」をらびに友の会機関紙の配布

③本会発行の図録等の配布及び割引購入 ④本会事業への参加

2.本会活動に協力し、賛助会費を納めたものは賛助会員とする。

(会員の加入・退会)

第6条 本会に加入する場合は申込書に入会金(500円)を添えて事

務局に提出し、会員証の交付を受ける。退会の際は退会届を提出

する。

(役 員)

第7条 本会に次の役員をおく。

会長1名 副会長3名(ただし内1名は美術館長があたる)

理事若干名 事務局長l名監事2名 評議員若干名

1.会長・副会長・理事・事務局長・監事の選出は評議員会において

推挙する。

2.役員の任期は2年とする。ただし再任は妨げをい。

(役員等の任務)

第8条 本会の役員の任務は次のとおりとする。

l.会長は本会を代表して会務を総理し、会議を召集し、その議

長と香る。

2.副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代理する。

3.理事は会の運営にあたる。

4.事務局長は会務を処理する。

5.監事は本会会計の監査をする。、

(顧問・名誉会員)

第9条 この会に顧問及び名誉会員をおくことができる。顧問及び

名誉会員は評議員会で推挙する。

(支 部)

第10条 地域、並びに職域ごとに20名以上の会員を有する場合は支

部をおく。

(評議員会)

第Il条 各支部より20名につき1名の割で推せんされた代表と賛助

会員及び講座代表をもって評議員会を構成する。評議員会は毎年

1回以上開き、事業計画、予算、決算、役員の決定その他の重要

方針を決議する。

(会 費)

第12条 本会の普通会員は毎年度当初に年額l,200円の会費を納入

する。

1. 5月以降の入会者については1カ月ごとに100円を逓減する

ものとする。ただし逓減金額は、600円を限度とする。

(経 費)

第13条 本会の経費は会費、寄附金、事業収益金、その他の収入を

もってあてる。

(会計年度)

第14条 本会の会計年度は毎年4月1日にはじまり、翌年3月31日

におれる。

(職 員)

第15条 本会の事務局職員は館に勤務する者以外から、会長が委嘱

する。

(付 則)

1.本会の会則は評議員会で出席者の過半数の同意を得かすれば変

更することができない。

2.本会則は昭和50年6月28日より施行する。

●昭和51年5月29日一部改正 ●昭和52年4月21日一部改正
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利 用 寮 内

開館時間 午前9時より午後4時30分まで

交 通 案 内

国鉄千葉駅前バス停(致①番より「千葉市役所行」小湊

休館 日 ・月曜日(ただし,月曜が祝日のときは開 京成,中央各バスで終点下車,徒歩約10分・(⑦番「新

館) 潜行」小湊,京成バスで中央暑前下車,徒歩約6分

・年末年始(12月26日へ1月4日)

・展示替等のため,必要があるとき。 ※日曜・祝日に限り下記のとおりバスが運行されてい

入場料 ・無料(ただし,特別展は有料)

団体観覧 ・団体で来館されるとき,あらかじめご連

絡あれば作品等の解説をします。

案 内 図

みる・かたる・つくる

千葉県立美術館年報(昭和52年度)

発 行 千葉県立美術館
〒280 千葉市中央港1-10「1

TEし O472 (42) 8311
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